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よき経営者をめざすものの団体
それが法人会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経
営者の皆さんを支援する全国組織、それが法人会です。現在、約100万社の会員企業、41 都道県に
442の会を擁する団体として大きく発展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心
に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダーとしての貢献はもとより、会員の研
鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積極的に行って
います。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。
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中西悟堂（なかにし ごどう）

野鳥研究家で歌人・詩人。文化功労者。日本における野鳥の研究・保
護の礎を築いた日本野鳥の会の創立者。本名は富嗣、悟堂は法名。
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の中で鳥を愛で、保護する運動を起こした。「野鳥」や「探鳥」は悟堂
の造語。
昭和4年に井荻町（現杉並区善福寺）に移り住み、善福寺池での野鳥
の生態研究や「日本野鳥の会」の設立。



3　

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

被
災
地
の
南
相
馬
市
へ
の

義
援
金
を
は
じ
め
支
援
活
動
に

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、

改
め
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
会
長

小
竹
良
夫

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
災
害
の
影
響
に
よ
り
、
被
災
地
そ
し
て
日
本

全
体
が
社
会
・
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
う
け
ま
し
た
が
、
復
旧
・
復
興
を
通
し
て
日
本
人
の
強

い
絆
も
見
直
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
は
、
被
災
地
の
南
相
馬
市
へ

の
義
援
金
を
は
じ
め
支
援
活
動
に
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
24
年
度
、
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
は
、
公
益
社
団
法
人
の
認
定
を
申
請
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
1
万
社
あ
る
社
団
法
人
は
、
公
益
法
人
改
革
に
と
も
な
い
、【
1
】
公
益
社
団
法
人

　
【
2
】
一
般
社
団
法
人　
【
3
】
解
散　

何
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
公
益
社
団
法
人
の
認
定
を
う
け
る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
会
の
目
的
・

役
割
が
社
会
に
よ
り
認
知
さ
れ
、「
良
き
経
営
者
」
の
団
体
と
し
て
更
な
る
発
展
の
足
が
か
り

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
皆
様
の
今
年
の
ご
健
勝
と
ご
事
業
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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e-Taxにチャレンジを！

新年あけましておめでとうございます。
平成24年の新春を迎えるに当たり、社団法人荻窪法人会の会員の皆様に謹んで
新年のお慶びを申し上げます。
税務署では、本年も更なるe-Taxの利用拡大を最重要課題としており、署にはサ
ポート隊もおりますので、e-Taxへのチャレンジを是非お願い致します。
社団法人荻窪法人会の益々の御発展と会員の皆様の事業の御繁栄と御健勝を心
からお祈り申し上げます。

齋
藤 

修

荻
窪
税
務
署
長

効率的な事務運営とサービス向上を推進してまいります

社団法人荻窪法人会の皆様には、お健やかに新年をお迎えのことと存じます。
また、旧年中は、都税に格別のご理解とご協力をいただき、改めて御礼申し上げ
ます。さて、杉並都税事務所では、本年も、より一層信頼される税務行政の確立
に向けて、効率的な事務運営とサービス向上を推進してまいります。また、納税
キャンペーンやエルタックスの普及促進にも引き続き取り組んでまいります。会員
の皆様には昨年同様ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、荻窪法人会のますますのご発展、並びに会員の皆様の事業のご繁栄と
ご健勝を心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。

井
上 

正

杉
並
都
税
事
務
所
長

杉並区の今後の十年を見据えた基本構想、総合計画のスタートの年

荻窪法人会の皆様には穏やかな新春をお迎えのことと存じます。
旧年中は、未曾有の大震災による南相馬市の窮状に対し、多大なる浄財をお寄
せいただきましたことをまずは御礼申し上げます。
さて、本年は杉並区の今後の十年を見据えた基本構想、総合計画のスタートの年
でございます。区職員一同、心を新たにして、支えあい共につくる安全で活力あ
るみどりの住宅都市を実現すべくまい進してまいる所存でございます。荻窪法人
会の皆様におかれましては、一層のお力を賜りますようお願い申し上げ、新年の
ご挨拶とさせていただきます。

田
中 

良

杉
並
区
長

e-Taxの一層の普及拡大にまい進したい

あけましておめでとうございます。
社団法人荻窪法人会の会員の皆様に謹んで新年のお慶びを申し上げます。
法人会様の会報の東京税理士会荻窪支部 e-Tax推進税理士事務所の掲載は、大
変重要な事で感謝しています。それに応えるため当会も昨年11月に「荻窪支部電
子申告推進特別委員会」を設置し活発に活動しているところです。企業側と実務
側の協力でe-Taxの一層の普及拡大にまい進したいと思います。
税理士は皆様に代わって電子申告をすることができます。是非とも皆様の顧問税
理士に次の決算は代理送信の依頼をお願いいたします。
荻窪法人会の益々のご発展と会員の皆様の事業のご繁栄とご健勝を心からお祈
り申し上げます。

吉
原
敬
三

東
京
税
理
士
会　

荻
窪
支
部
長

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
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出席した組織委員会員増強中間報告の発表をする田中組織委員長

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
繁

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、組
織
委
員
会
の
諸
活
動
に
対
し
、

会
員
皆
様
を
は
じ
め
、
役
員
、
組
織
委
員
の

皆
様
方
に
は
、
多
大
な
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

10
、
11
月
に
実
施
致
し
ま
し
た
会
員
増

強
月
間
で
は
、
昨
今
の
不
況
の
影
響
は
あ
り

ま
す
が
、
お
陰
様
で
前
年
度
よ
り
良
い
成
果

（
71
・
5
％　

12
月
27
日
現
在
）
を
上
げ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
厚
生
事
業
委
員
会
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
未
加
入
法
人
様
に
も
異
業

種
交
流
会
に
参
加
し
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
。
増
強
月
間
中
に
、
異
業
種
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
法
人
会
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
開
拓
、
人

脈
の
交
流
、
情
報
を
求
め
て
未
加
入
法
人
様

も
参
加
の
も
と
、
現
会
員
と
の
交
流
を
深
め

て
楽
し
い
一
時
を
過
し
て
い
た
だ
き
、
荻
窪

法
人
会
の
運
営
に
理
解
さ
れ
て
10
社
の
入
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
目
標
73
％
、
1
0
0
社
入
会
を

目
指
し
て
全
役
員
が
団
結
し
て
組
織
強
化
を

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
受
け
賜
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
組
織
委
員

会
活
動
を
行
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

会
員
様
も
荻
窪
法
人
会
の
行
事
に
大
い

に
参
加
さ
れ
、
利
用
し
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

ど
う
か
変
ら
ぬ
ご
協
力
と
勧
奨
活
動
を
心

よ
り
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会員増強中間報告で12月時点の加入率71.5％。
前年比0.3%UP。

平成23年12月8日（木）、法人会2階会議室で組織委員会主催の会員増強中間報告会が行わ
れました。荻窪税務署より永田第１統括官、柿崎上席調査官が出席されました。小竹会長が
会員増強運動のお礼のあいさつをし、その後田中委員長より会員増強の中間報告の発表が
ありました。

支部別加入率 平成24年1月25日現在

今
年
度
の
目
標
73
％
、
1
0
0
社
入
会
を
目
指
し
て

田
中
晴
弘　

組
織
委
員
会
委
員
長

組織委員会

会員増強中間報告

支部 稼動数 会員数 加入率（%）

BLOCK

1
1 134 89 66.4%
2 152 110 72.4%
3 158 125 79.1%
4 170 127 74.7%
5 146 108 74.0%
計 760 559 73.6%

BLOCK

2
6 119 90 75.6%
7 187 110 58.8%
8 216 113 52.3%
9 73 43 58.9%

10 83 60 72.3%
計 678 416 61.4%

BLOCK

3
11 128 76 59.4%
12 111 70 63.1%
13 53 51 96.2%
14 130 113 86.9%
15 201 177 88.1%
計 623 487 78.2%

BLOCK

4
16 106 82 77.4%
17 136 80 58.8%
18 113 75 66.4%
19 205 126 61.5%
20 152 102 67.1%
計 712 465 65.3%

BLOCK

5
21 93 57 61.3%
22 96 75 78.1%
23 110 87 79.1%
24 112 102 91.1%
25 167 138 82.6%
計 578 459 79.4%

事務局 ─ 10

合計 ─ 3,351 2,396 71.5%

【会員のみなさまへのお願い】
お知り合いの方で、法人会に入会し
ていない法人がいらしたら、是非、
ご入会を勧めて頂きたいと存じます。
一緒に会合、行事に参加されれば一
層楽しい会になります。ご紹介した
い法人がありましたら、事務局、支
部の役員にご一報ください。よろし
くお願いいたします。なお、荻窪管
内以外の法人紹介もお気軽にご相
談をお受け致します。

組織委員会とは、未加入法人ヘの会員増強運動
推進のために、各ブロック・支部・部会から推薦
された役員が勧奨活動する委員会です。
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「
霞
ヶ
関（
財
務
省
）勤
務
を
振
り
返
っ
て
」

講師
荻窪税務署長
齋藤 修

平
成
23
年
度 

8
団
体
共
催 

荻
窪
税
務
署 

署
長
講
演
会

　

私
に
と
っ
て
、
税
務
署
勤
務
か
ら
当
時
の

大
蔵
省
、
現
・
財
務
省
に
行
っ
た
の
が
、
公

務
員
生
活
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

で
し
た
。
私
が
い
た
だ
い
た
、
大
蔵
省
大
臣

官
房
秘
書
課
に
転
任
さ
せ
る
旨
の
辞
令
に
は

「
昭
和
60
年
7
月
10
日
、
大
蔵
大
臣　

竹
下

登
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
辞
令
、
当
時
は

B
5
版
で
し
た
が
、「
平
成
23
年
7
月
15
日
、

財
務
大
臣　

野
田
佳
彦
」
と
記
さ
れ
た
、
国

税
庁
に
出
向
さ
せ
る
旨
の
辞
令
は
A
4
版
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
で
は
あ
り
ま

す
が
、
竹
下
大
臣
、
野
田
大
臣
と
も
に
の
ち

に
総
理
大
臣
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
辞
令

と
辞
令
の
間
、
26
年
間
を
財
務
省
で
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
霞
个
関
」
は
千
代
田
区
に
あ
る
地
名
で

す
が
、
い
わ
ゆ
る
中
央
官
庁
の
総
称
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
霞
个
関
は
1

丁
目
か
ら
3
丁
目
ま
で
あ
り
、
昼
間
の
人

口
は
だ
い
た
い
6
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
住
民
登
録
が
あ
る
の
は
今
年
2
月
1

日
現
在
で
7
名
だ
そ
う
で
す
。
よ
く
、
霞
个

関
、
特
に
国
税
庁
を
含
め
た
財
務
省
の
あ
る

地
域
は
不
夜
城
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
夜
中
で

も
電
気
が
つ
い
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す

か
ら
、
財
務
省
の
中
に
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
も
あ
り
ま
す
。
24
時
間
、
土
日
も
営

業
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
休
み
は
大
晦
日
と

元
旦
く
ら
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
職
員
が

四
六
時
中
い
る
と
い
う
状
況
で
、
国
会
な
ど

が
あ
れ
ば
朝
ま
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
建
物
の
な
か
に
は
仮
眠
室
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
仮
眠
室
は
、
当
時
の
大
蔵

省
の
名
か
ら
「
ホ
テ
ル
大
蔵
」
と
呼
ば
れ
た

り
、
そ
の
実
態
か
ら
「
霊
安
室
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。
以
前
は
、
し
き
り
も
何
も

な
く
、
た
だ
ベ
ッ
ド
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
、
み
ん
な
死
ん
だ
よ
う
に
爆
睡
し
て
い
る

様
子
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
呼
び
方
を
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
私
は
一
度
も

寝
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

　

私
が
所
属
し
て
い
ま
し
た
大
臣
官
房
秘
書

課
の
仕
事
は
大
き
く
2
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

1
つ
め
の
グ
ル
ー
プ
は
幹
部
の
秘
書
業
務
、

常
に
大
臣
と
行
動
を
共
に
す
る
秘
書
官
の
方

の
ほ
か
、
お
客
様
を
接
待
す
る
秘
書
な
ど
も

い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
人
事
に
携
わ
る
グ
ル

ー
プ
で
す
。
我
々
の
な
か
で
は
、前
者
は
「
個

室
」、
後
者
は
「
大
部
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
て

（
笑
）、
私
は
「
大
部
屋
」
の
人
事
異
動
を
主

に
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
財
務
省
内
の
異
動

は
も
ち
ろ
ん
、
国
税
庁
、
財
務
局
・
税
関
の

幹
部
の
異
動
の
ほ
か
、
各
省
と
の
交
流
や
、

官
民
交
流
と
い
う
こ
と
で
、
民
間
と
の
交
流

と
い
っ
た
人
事
異
動
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
心
の
仕
事
は
人
事
で
す
が
、
私
の
仕
事

に
は
、
同
じ
秘
書
課
の
職
員
で
も
な
か
な
か

携
わ
る
こ
と
の
な
い
「
栄
典
事
務
」
が
あ
り

ま
し
た
。
今
日
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
少
々
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

栄
典
制
度
に
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
と

平
成
23
年
11
月
10
日
（
木
）、
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
に
お
い
て
、
齋
藤 

修
荻
窪
税
務
署
長

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
財
務
省
勤
務
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
、
大
臣
官
房
秘
書
課
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
る
、
栄
典
の
制
度
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

思
い
ま
す
が
、「
春
の
叙
勲
」「
秋
の
叙
勲
」

と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。
日
本
国
憲
法
第
七
条
「
天
皇
の
国

事
行
為
」
の
7
号
に
「
栄
典
を
授
与
す
る

こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
栄
典
に
は

勲
章
、褒
章
、位
階
の
3
つ
が
あ
り
ま
す
が
、

今
日
は
前
者
の
2
つ
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
を
担
当
す
る
の
は
内
閣
府
の

賞
勲
局
で
、
私
は
秘
書
課
の
事
務
方
と
し

て
、
そ
こ
と
折
衝
等
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
勲
章
の
起
源
と
い
わ
れ
て
い
る
の

が
「
薩
摩
勲
章
」
で
す
。
お
よ
そ
1
4
0
年

ほ
ど
前
、
フ
ラ
ン
ス
で
万
国
博
覧
会
が
開
催

さ
れ
た
と
き
、
幕
府
は
日
本
建
築
の
模
型
や

漆
器
、
陶
器
な
ど
を
出
展
し
て
人
気
を
博
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
あ
た
か
も
別

の
国
の
よ
う
に
出
展
を
し
た
薩
摩
藩
が
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
3
世
や
フ
ラ
ン
ス
の
政
府
高
官
に

贈
っ
た
の
が
薩
摩
勲
章
で
す
。
こ
れ
を
知
っ
た

幕
府
が
作
ろ
う
と
し
た
の
が
「
葵
勲
章
」
で

す
が
、
図
案
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
大
政
奉
還

と
な
り
、
実
際
に
は
作
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

不
夜
城「
霞
ヶ
関
」に
26
年

勲
章
の
制
度
と
種
類
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戦
後
の
勲
章
制
度
は
、
生
存
者
叙
勲
に

つ
い
て
は
昭
和
21
年
か
ら
途
絶
え
て
お
り
、

昭
和
39
年
か
ら
「
勲
一
等
」「
勲
二
等
」
な

ど
の
勲
章
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

一
等
、
二
等
な
ど
を
廃
し
、
21
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
勲
章
制
度
に
改
め
よ
う
と
、
平
成
14

年
、
15
年
の
閣
議
決
定
で
現
在
の
制
度
に
な

り
ま
し
た
。

　

現
在
の
勲
章
の
種
類
は
、「
大
勲
位
菊
花
章
」

「
大
勲
位
菊
花
章
頸
飾
」「
大
勲
位
菊
花
大
綬

章
」「
桐
花
大
綬
章
」、
そ
の
下
に
旭
日
章
と

瑞
宝
章
が
そ
れ
ぞ
れ
大
綬
章
、
重
光
章
、
中

綬
章
、
小
綬
章
、
双
光
章
、
単
光
章
の
6
種

類
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
文
化
勲
章
が
あ

り
ま
す
。

　
「
大
勲
位
菊
花
章
頸
飾
」
は
日
本
で
ご
存

命
の
方
で
は
、
お
そ
ら
く
天
皇
陛
下
だ
け
が

お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
海
外
で
は
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
な
ど
に
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
歴

代
で
は
吉
田
茂
元
総
理
、
佐
藤
栄
作
元
総
理

が
お
亡
く
な
り
な
っ
た
と
き
に
お
受
け
に
な

っ
て
い
ま
す
。「
大
勲
位
菊
花
大
綬
章
」
は
中

曽
根
元
総
理
が
、「
桐
花
大
綬
章
」
は
河
野

洋
平
前
衆
議
院
議
長
な
ど
が
受
け
ま
し
た
。

　

文
化
勲
章
は
、ほ
か
の
勲
章
と
趣
が
違
い
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
け
ら
れ
た
方
や
芸
術
家

の
方
を
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
文
化
の
発
達
に
関
し
特
に
顕
著
な
功
績

の
あ
る
人
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
勲
章
に
は
白

い
橘
の
花
に
3
つ
の
勾
玉
を
配
し
て
い
ま
す
。

　

勲
章
の
実
施
時
期
で
す
が
、「
春
秋
叙
勲
」

は
昔
で
い
う
生
存
者
叙
勲
で
、
対
象
者
は
70

歳
以
上
で
、
春
は
4
月
29
日
、
秋
は
11
月
3

日
で
す
。
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
は
、
警

察
、
海
上
保
安
庁
、
自
衛
隊
な
ど
危
険
な

業
務
の
方
が
対
象
で
す
。
高
齢
者
叙
勲
は
、

勲
章
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
の
諸
事

情
で
も
ら
え
な
い
方
に
つ
い
て
米
寿
の
88
歳

で
お
渡
し
す
る
も
の
で
す
。
条
件
が
と
と
の

い
な
が
ら
70
歳
前
に
お
亡
く
な
り
に
な
る
場

合
に
は
、
死
亡
叙
勲
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

原
則
と
し
て
30
日
以
内
に
手
続
き
を
完
了
し

ま
す
が
、
閣
議
に
か
け
る
た
め
、
各
省
の
事

務
方
は
本
当
に
大
変
で
す
。
訃
報
を
受
け
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
を
集
め
、
内
閣
府
と

折
衝
し
、
閣
議
に
は
約
1
週
間
前
に
持
ち
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
徹
夜
の
作
業
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
文
化
勲
章
は
、
11

月
3
日
、
お
お
む
ね
5
名
で
す
。

　

次
に
褒
章
に
つ
い
て
で
す
。
褒
章
は
メ
ダ

ル
の
部
分
は
同
じ
で
す
が
、
リ
ボ
ン
の
色
が

違
い
ま
す
。
紅
綬
褒
章
、
こ
れ
は
ホ
ー
ム
か

ら
転
落
し
た
人
の
人
命
救
助
に
当
た
っ
た

り
、
今
回
の
大
震
災
で
津
波
か
ら
人
を
救
っ

た
人
な
ど
。
緑
綬
褒
章
は
、
自
ら
進
ん
で
社

会
に
奉
仕
す
る
活
動
に
従
事
し
徳
行
顕
著
な

人
。
黄
綬
褒
章
や
藍
綬
褒
章
は
、
そ
の
道
一

筋
の
方
。
黄
綬
褒
章
で
は
お
酒
の
杜
氏
な
ど

で
す
ね
。
紫
綬
褒
章
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り

褒
章
の
種
類
と
叙
勲
の
流
れ

上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
学
術・芸
術
上
の
発
明
、

改
良
、
創
作
に
関
し
事
績
の
著
し
い
人
と
い

う
こ
と
で
、
芸
能
人
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活

躍
さ
れ
た
人
も
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か

に
紺
綬
褒
章
は
、
公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄

附
し
た
人
で
、
5
0
0
万
円
以
上
の
金
額
を

寄
附
し
た
場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
褒
章
を
授
与
さ
れ
た
人
に
さ
ら
に

同
種
の
褒
章
を
授
与
す
る
場
合
に
は
、
銀
の

「
飾
版
」
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
銀

が
5
枚
ご
と
に
金
の
飾
版
と
引
き
換
え
ら
れ

ま
す
。
私
が
10
年
近
く
前
に
聞
い
た
と
こ
ろ

で
は
、
そ
の
当
時
で
最
高
42
回
受
け
ら
れ
た

方
が
い
る
そ
う
で
す
。

　

勲
章
授
与
は
、
大
綬
章
以
上
と
文
化
勲
章

に
つ
い
て
は
陛
下
か
ら
親
授
さ
れ
ま
す
。
重

光
章
は
、
宮
中
に
お
い
て
総
理
か
ら
も
ら
い

ま
す
。
中
綬
章
以
下
、
こ
れ
は
数
の
問
題
も

あ
り
、
各
省
の
大
臣
あ
る
い
は
副
大
臣
、
政

務
官
な
ど
か
ら
受
け
取
り
ま
す
。

　

叙
勲
の
事
務
の
流
れ
で
す
が
、
各
府
省
が

内
閣
府
と
折
衝
を
し
た
の
ち
、
審
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
長
い
時
間
拘
束
さ

れ
て
説
明
を
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
内

示
、
閣
議
請
議
、
閣
議
決
定
、
上
奏
、
こ
れ

は
陛
下
に
は
か
る
こ
と
で
す
。
裁
可
、
そ
し

て
、
発
令
、
親
授
式・伝
達
式
と
な
り
ま
す
。

　

私
の
財
務
省
勤
務
か
ら
今
日
ま
で
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
常
に
周
囲
の
人
に
恵
ま
れ

て
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
財
務
省
と
い
う

と
、
東
大
出
の
エ
リ
ー
ト
ば
か
り
で
、
冷
た

そ
う
な
組
織
と
思
わ
れ
ま
す
よ
ね
（
笑
）。

し
か
し
、
組
織
で
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ

り
、
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
し
、
今
回
、
税
務
署
長
と
い
う
長
年
の
夢

と
も
い
え
る
人
事
を
行
っ
て
く
れ
た
の
も
組

織
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
荻
窪
税
務
署
で
は

非
常
に
よ
い
職
員
に
恵
ま
れ
、
関
係
団
体
の

皆
様
に
も
大
変
あ
た
た
か
く
お
迎
え
い
た
だ

い
て
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
、

少
し
で
も
ご
恩
返
し
の
意
味
で
皆
様
の
ご
発

展
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
強
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
私
ど
も
の
税
務
行
政
に

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
ご
指
導
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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鹿
野
修
二
広
報
委
員
長　

新
し
く
な
ら
れ
た

支
部
長
の
第
2
弾
座
談
会
で
す
。

　

最
初
に
お
聞
き
し
た
い
の
が
、
支
部
長
に

な
っ
た
い
き
さ
つ
で
す
。

岡
博
之
第
12
支
部
長　

う
ち
の
支
部
は
法

人
会
の
活
動
に
出
て
く
る
方
が
非
常
に
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。
多
い
と
き
で
5
人

ぐ
ら
い
な
の
で
、
上
か
ら
順
番
に
い
き
ま
す

と
、
自
然
と
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
く
な
り

ま
し
た
。

鹿
野　

支
部
全
体
が
若
い
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

岡　

支
部
全
体
が
若
い
と
い
う
か
、
も
と

も
と
活
動
に
何
回
か
誘
っ
て
も
出
て
こ
な
い

の
で
、
出
て
く
る
中
で
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

次
を
考
え
る
と
若
い
人
に
、
ど
ん
ど
ん
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
野
瀬
靖
子
第
21
支
部
長　

私
の
所
は
、
第

5
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
、
小
笠
原
さ
ん
が
支
部
長

と
兼
任
で
や
っ
て
い
ら
し
た
そ
う
で
す
。
私

も
、
ち
っ
と
も
出
て
こ
な
い
会
員
で
し
た
。

　

昨
年
暮
れ
に
、
ち
ょ
っ
と
来
て
よ
っ
て
い

わ
れ
て
、
た
ぶ
ん
、
支
部
の
役
員
に
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
小
野
瀬
さ
ん
が
支
部
長

を
や
っ
て
く
れ
た
ら
、
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
ま
す
か
ら
と
、
話
が
で
き
て
て
。
そ
の

と
き
は
、
と
ん
で
も
な
い
で
す
と
お
断
り

し
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
し
た
ら
、
小
笠
原

さ
ん
が
何
度
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
支
部
の

役
員
さ
ん
の
中
で
、
お
住
ま
い
が
地
元
の

方
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
気
楽
に
や

れ
ば
い
い
ん
だ
か
ら
と
言
わ
れ
て
、
乗
っ
か

っ
た
感
じ
で
す
。
支
部
の
会
員
さ
ん
の
顔

と
お
名
前
も
一
致
し
な
い
の
で
、
早
く
知

り
合
い
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

高
木
功
雄
第
23
支
部
長　

私
は
、
保
険
の

代
理
店
主
で
す
が
、
平
成
15
年
に
法
人
を

立
ち
上
げ
、
す
ぐ
に
法
人
会
の
会
員
に
な

り
ま
し
た
。

　

先
輩
方
が
法
人
会
は
、
名
ば
か
り
登
録

し
て
い
る
と
つ
ま
ら
な
い
。
役
員
と
し
て
入

ら
な
い
と
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
よ
と
い
わ
れ
、

幹
事
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
副
支
部
長
に
ご
推
薦
い
た
だ

き
ま
し
て
、
気
楽
で
い
い
や
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
前
任
の
泉
支
部
長
に
、
高
木
さ
ん
、

来
年
や
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
わ
れ
最
初
ご

辞
退
し
た
の
で
す
が
。

　

自
宅
は
荻
窪
で
す
が
事
務
所
は
、
新
宿

と
か
四
ツ
谷
で
し
た
。
支
部
長
は
、
地
元
で

営
業
を
な
さ
っ
て
い
る
方
が
と
い
う
お
話
も

あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ

で
き
て
ま
し
た
。
2
年
ぐ
ら
い
前
に
四
ツ
谷

の
事
務
所
を
引
き
払
っ
て
、
自
宅
兼
事
務

所
に
し
た
も
の
で
、
お
断
り
す
る
理
由
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
順
繰
り
と
い
う
か
、
年

の
順
と
い
う
か
。

先ずは会員さんと顔見知りに、そして地域の活性化を共に。
支部長座談会の第2弾です。特に第5ブロックでは3支部の支部長が替わりました。そ
れぞれの支部がアイデアを出し合い会員増強や退会防止に効果を上げています。現在、
第5ブロックは会員の加入率も5ブロック中最も良い成績です。座談会のなかで新しいコ
ミュニケーションツールの話が出てきました。法人会もこうしたツールを取り入れながら
今後のブロック・支部の活動をサポートしていくことが肝要なようです。

座談会出席者（敬称略）
第12支部長	 岡　博之
第16支部長	 宍戸一之
第21支部長	 小野瀬靖子
第23支部長	 高木功雄
広報委員長	 鹿野修二

支
部
長
に
な
っ
た
い
き
さ
つ

【座談会について】会報では毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期
的なテーマを題材にしたり、その時々の話題に沿って話を進める場合もあります。会員勧奨
や社会貢献など話の巾は大きく設定しますが、法人会への思障ない意見を聞きます。
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こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
1
年
ぐ
ら
い

前
、
引
っ
越
さ
れ
て
い
ら
し
た
方
が
会
員
さ

ん
で
、
町
会
費
を
集
め
に
行
っ
た
ら
、
も
し

か
し
て
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
の
で
、
お
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
と
困
る
ん
で
す

ね
。
法
人
会
の
メ
リ
ッ
ト
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
ん
で
す
か
っ
て
。

鹿
野　

勧
し
ょ
う
活
動
を
す
る
と
、
必
ず
、

話
題
に
な
る
。
公
会
堂
の
研
修
会
な
ど
、

中
小
企
業
で
1
0
0
0
人
集
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

地
元
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
る
と
、
こ
れ
も
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と

思
い
ま
す
。

　

も
ら
う
こ
と
だ
け
を
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
っ

て
い
る
人
の
意
識
を
ど
う
や
っ
て
変
え
て
い

く
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。

小
野
瀬　

私
は
、
初
め
10
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
渋
谷
区
の
法
人
会
に
入
っ
て
ま
し
た
。
計

理
士
さ
ん
か
ら
、
法
人
会
に
入
っ
て
く
だ
さ

い
っ
て
い
わ
れ
て
、
自
分
で
探
し
て
会
員
に

な
り
ま
し
た
。
会
費
を
払
う
だ
け
。
あ
と

は
、
会
報
が
時
々
来
る
。

　

荻
窪
法
人
会
で
来
て
く
だ
さ
い
と
い
わ

れ
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
渋
谷
で
は
、
た

だ
会
費
を
払
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
、

岡 博之
第12支部長

宍戸一之
第16支部長

小野瀬靖子
第21支部長

高木功雄
第23支部長

鹿野修二
広報委員長

　

私
よ
り
少
し
下
の
世
代
で
適
任
者
が
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
お
祭
り
の
役
員
と
同
じ

で
持
ち
回
り
だ
か
ら
、そ
ん
な
感
覚
で
し
た
。

鹿
野　

前
任
の
支
部
長
と
の
違
い
は
あ
り

ま
す
か
。

岡　

今
の
と
こ
ろ
、
違
う
と
こ
ろ
は
な
い
で

す
。
皆
さ
ん
に
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い
た
だ

く
の
が
、
第
一
の
目
的
で
す
。

小
野
瀬　

私
も
、
未
加
入
の
方
の
所
に
、

組
織
委
員
と
一
緒
に
回
っ
て
み
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
住
宅
街
な
の
で
、
表
札
の
横
に
、

会
社
の
表
札
が
ち
ょ
こ
っ
と
あ
る
と
か
、
マ

ン
シ
ョ
ン
で
は
、
出
て
い
な
い
所
も
あ
り
ま

す
。
新
し
く
っ
て
い
う
の
は
、
と
て
も
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
、
退
会
す
る
方
は
、
支
部
長
が
知

ら
な
い
う
ち
に
、
事
務
局
に
連
絡
す
る
。

不
景
気
だ
し
、
辞
め
ま
し
た
っ
て
。
増
や
す

の
も
大
事
で
す
け
ど
、
減
ら
さ
な
い
こ
と
も

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　

今
、
小
学
校
で
東
北
の
子
ど
も
た
ち
に

ベ
ル
マ
ー
ク
を
送
る
た
め
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

を
集
め
て
い
ま
す
ね
。

　

少
し
書
き
直
し
て
、
た
め
て
お
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
月
に
1
回
ぐ
ら
い
、
頂
き
に

行
き
ま
す
の
で
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
、

あ
い
さ
つ
代
わ
り
に
。
で
な
い
と
、
最
近
、

不
審
者
と
思
わ
れ
た
り
も
す
る
の
で
。

高
木　

法
人
会
は
、
新
規
で
法
人
登
録
さ

れ
た
方
を
勧
し
ょ
う
す
る
こ
と
に
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
現
会
員
の
方
の
顔
と
名
前

が
一
致
し
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

勧
し
ょ
う
活
動
を
す
る
と
き
に
は
、
支

部
の
役
員
さ
ん
で
分
担
を
決
め
て
、
一
緒
に

回
り
ま
す
。
ど
こ
が
未
会
員
な
の
か
は
分

か
る
の
で
す
が
、
会
員
の
方
が
、
ど
こ
に
居

る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
前
期
か
ら
、
退
会

防
止
の
た
め
に
も
、
行
事
を
や
る
ご
と
に
会

員
さ
ん
の
所
を
回
っ
て
、
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ぜ
ひ
と
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

鹿
野　

公
益
法
人
に
な
る
と
地
元
と
の
接

触
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

岡　

黙
っ
て
待
っ
て
て
は
駄
目
な
の
で
、

も
ち
ろ
ん
会
員
に
で
す
け
ど
、
訪
問
し
て
、

こ
う
い
う
の
が
あ
り
ま
す
、
ぜ
ひ
来
て
く

だ
さ
い
と
、
お
誘
い
を
す
る
の
が
、
ま
ず

一
つ
。

　

あ
と
、
非
会
員
は
、
い
き
な
り
行
っ
て

も
、
不
審
が
ら
れ
る
の
で
、
法
人
会
と
し

て
、
催
し
物
が
あ
っ
た
と
き
に
、
チ
ラ
シ

を
持
っ
て
い
っ
て
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
と

お
願
い
を
し
て
、
き
っ
か
け
に
し
て
い
く
の

が
一
番
早
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
野
瀬　

私
の
所
は
、
商
店
街
の
外
れ
で

す
。
商
店
街
も
高
齢
化
な
の
で
、
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
な
の

で
、
地
元
の
お
祭
り
は
、
必
ず
参
加
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

鹿
野　

そ
れ
は
、
法
人
会
と
し
て
？

小
野
瀬　

地
元
民
と
し
て
で
す
。

　

そ
れ
と
、
町
会
の
活
動
が
も
の
凄
く
盛

ん
で
し
て
、
宮
前
三
丁
目
は
防
災
意
識
が
高

く
、
防
災
倉
庫
で
備
品
を
た
め
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
新
聞
紙
と
か
集
め
た
り
し
て
、
年

間
1
2
0
万
ぐ
ら
い
。
か
な
り
活
発
に
や
っ

て
ま
す
。
た
だ
、
町
会
の
方
ま
で
は
、
顔
を

出
し
て
ま
せ
ん
。
町
会
の
中
に
会
員
が
い
た

前
支
部
長
と
の
違
い

公
益
法
人
に
な
る
と

荻
窪
法
人
会
で
び
っ
く
り
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法
人
会
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
荻
窪
に
来
て
、
い
ろ
い
ろ
お
声
を
掛

け
て
い
た
だ
い
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

高
木　

メ
リ
ッ
ト
の
こ
と
で
す
が
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
参
加
で
き
る
。
そ
の
参
加
を

通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
地
元
の
企
業
の
社
長

と
知
り
合
え
る
。
そ
れ
が
一
番
の
メ
リ
ッ
ト

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

う
ち
は
個
人
事
業
主
み
た
い
な
、
名
ば

か
り
の
法
人
で
す
。
法
人
会
に
は
、
た
く

さ
ん
の
社
員
を
雇
っ
て
、
雇
用
を
守
っ
て
、

家
族
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
立
派
な
大
き
い

企
業
も
あ
る
。
自
分
の
家
族
と
お
客
さ
ん

を
守
る
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
近
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
同
じ
法
人
会
の
会
員
と

し
て
、対
等
の
関
係
で
お
付
き
合
い
で
き
る
。

　

で
す
か
ら
、
会
費
を
払
っ
て
る
だ
け
で
は

な
く
、
ま
め
に
行
事
に
参
加
し
て
、
他
の

会
員
さ
ん
た
ち
と
お
知
り
合
い
に
な
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

う
ち
も
、
商
店
街
が
あ
り
ま
す
が
、
商

店
街
の
中
の
何
軒
か
は
、
法
人
会
の
会
員

で
す
。
物
を
買
っ
た
り
、
犬
の
散
歩
で
お
付

き
合
い
が
あ
る
方
が
居
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
、
役
員
だ
け
で
な
く
、
町

会
と
か
、
商
店
街
と
か
、
お
祭
り
と
か
で
、

重
な
り
合
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
、

個
人
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
っ
て
、
協
賛
で

き
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
支
部
と
し
て
協
賛
し

て
い
く
か
た
ち
に
す
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

鹿
野　

来
て
早
々
な
ん
で
す
が
、
支
部
長
に

な
っ
た
い
き
さ
つ
を
。

宍
戸
一
之
第
16
支
部
長　

法
人
会
に
入
っ
て

か
ら
5
年
目
で
す
。
事
務
所
を
構
え
て
い

る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
下
に
、
長
年
法
人
会
活
動

を
さ
れ
て
い
る
方
が
居
て
、
声
を
掛
け
ら
れ

て
か
ら
で
す
。

　

西
荻
窪
に
は
、
30
年
以
上
住
ん
で
お
り

ま
し
て
、
商
売
も
、
お
や
じ
の
代
か
ら
な
ん

で
、
創
業
20
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
ま
っ
た

く
法
人
会
の
活
動
を
知
ら
な
く
て
、
及
川

さ
ん
を
す
ぐ
、
紹
介
い
た
だ
い
て
。
ベ
テ
ラ

ン
の
方
で
、
4
年
ぐ
ら
い
、
い
ろ
い
ろ
活
動

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

16
支
部
は
、
年
配
の
方
が
多
く
て
、
ち

ょ
う
ど
私
ぐ
ら
い
の
年
齢
の
人
は
、
な
か
な

か
い
な
い
ん
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
皆
さ
ん
が
引

退
と
い
う
か
、
違
う
職
に
つ
か
れ
て
、
や
っ

て
み
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
引
き
受
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鹿
野　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
公
益

法
人
に
な
る
と
、
50
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
一

般
の
公
益
の
た
め
に
使
い
な
さ
い
と
い
う
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

宍
戸　

意
識
と
し
て
は
、
稼
働
法
人
調
査

な
ど
し
て
い
て
、
今
の
状
態
で
は
、
法
人
会

の
会
員
の
方
と
、
一
般
の
方
と
で
は
、
隔
た

り
が
結
構
あ
る
の
で
、
逆
に
、
そ
う
い
っ
た

か
た
ち
に
な
る
と
、
も
う
少
し
距
離
は
縮

ま
る
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
法
人
会
活
動
の

話
が
し
や
す
く
な
る
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

鹿
野　

支
部
の
活
動
が
勧
し
ょ
う
活
動
に
、

比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
の
支
部
で
は
、
例
え
ば
、

お
祭
り
に
参
加
す
る
と
か
、
防
災
訓
練
に

に
支
部
単
位
で
企
画
し
て
い
ま
す
。

岡　

今
ま
で
、
私
は
、
支
部
で
や
る
こ
と
を

考
え
も
し
な
か
っ
た
。
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
理
想
は
、
支
部
で
し

ょ
う
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
支
部
ご
と
に
い
ろ

い
ろ
と
交
流
も
深
め
ら
れ
ま
す
か
ら
、
し
か

し
難
し
い
か
な
、
現
状
で
は
。

宍
戸　

支
部
が
主
体
で
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
気
持

ち
は
あ
り
ま
す
が
難
し
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
す
。
だ
い
た
い
、
支
部
の
年
配
の
方
た

ち
と
い
う
の
は
、
法
人
会
活
動
だ
け
じ
ゃ

な
い
。
商
店
街
の
こ
と
も
や
ら
れ
て
い
る
の

で
、
支
部
会
の
と
き
に
、
相
談
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
瀬　

先
ほ
ど
い
っ
た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

の
話
を
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
許
可
頂
い
て
い
ま
す
。

　

公
益
法
人
に
な
る
と
、
社
会
の
お
役
に

立
ち
た
い
と
い
う
か
、
3
月
11
日
以
降
、
役

に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
た
だ
、
動
け
な
い
、
忙
し
く
て
動

き
が
取
れ
な
い
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
、
こ

ち
ら
か
ら
近
づ
い
て
、
こ
ん
な
こ
と
で
法
人

会
に
い
る
と
お
役
に
立
つ
ん
で
す
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
す
ご
く
喜
ぶ
ん
で
す
よ
っ
て

い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
社
会
貢
献
の
、

窓
口
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　

逆
に
い
え
ば
今
が
チ
ャ
ン
ス
か
な
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

高
木　

23
支
部
は
、
支
部
独
自
の
行
事
も

盛
ん
で
し
て
、
過
去
に
は
、
支
部
の
異
業

種
交
流
会
を
企
画
し
て
実
施
し
た
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
す
し
、
今
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
と
共
催

に
な
っ
て
ま
す
け
れ
ど
も
、
毎
年
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
鑑
賞
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
の
見
学
会
も
、
立
案
さ
れ
て
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
共
催
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
あ

と
、
A
E
D
の
使
い
方
等
の
救
命
技
能
認

支
部
の
活
動
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定
講
習
会
。

　

そ
う
い
う
こ
と
も
定
期
的
に
開
催
で
き

る
よ
う
な
形
に
定
着
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

鹿
野　

先
ほ
ど
お
話
が
出
て
ま
し
た
け
ど
、

町
会
も
年
齢
の
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
、

町
会
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
他
の
団
体
と

協
力
し
て
地
元
と
結
び
つ
い
て
い
く
。

岡　

町
会
と
は
、
割
と
共
通
し
て
る
。
も

ち
ろ
ん
、
町
会
に
も
入
っ
て
る
方
が
ほ
と
ん

ど
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
面
で
い
ろ
い
ろ
と

情
報
交
換
は
あ
り
ま
す
。

宍
戸　

こ
ち
ら
か
ら
、
積
極
的
に
、
そ
う

い
っ
た
先
輩
方
々
に
聞
い
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
の
か
な
。
自
分
自
身
が
ま
だ
、
お

互
い
の
関
係
を
把
握
し
て
な
い
も
の
で
す
か

ら
。
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
、
商
店
会
、

町
会
の
方
と
、
い
つ
も
集
ま
る
と
情
報
交
換

し
て
い
ま
す
。
そ
の
話
を
聞
い
て
る
私
自
身

が
イ
マ
イ
チ
分
か
っ
て
な
い
。
こ
っ
ち
か
ら

積
極
的
に
、
ど
う
な
ん
で
す
か
と
い
う
感

じ
で
聞
い
て
み
て
か
ら
、
新
た
に
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
瀬　

ま
ず
、
会
員
の
方
た
ち
の
こ
と
を

私
が
知
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
う
ち
の
方
は

住
宅
街
で
、
お
目
に
掛
か
る
こ
と
す
ら
な

い
ん
で
す
。
お
顔
も
知
ら
な
い
。
お
店
と
か

会
社
、
事
務
所
み
た
い
な
の
は
ほ
と
ん
ど
な

い
ん
で
す
。
ピ
ン
ポ
ン
し
て
も
い
な
い
。
昼

間
は
、
事
業
所
が
こ
ち
ら
に
な
い
か
ら
と
い

う
こ
と
で
。
も
っ
と
知
り
合
い
に
な
ら
な
い

と
、
法
人
会
と
し
て
、
支
部
と
し
て
の
活
動

が
し
ず
ら
い
。
で
す
か
ら
今
、
役
員
さ
ん
も

い
ま
す
が
、
役
員
会
に
来
て
く
だ
さ
る
方

を
、
1
人
で
も
増
や
し
て
、
5
人
が
6
人

に
な
り
、
7
人
に
な
り
、
10
人
に
増
や
し

て
い
け
ば
、
動
き
が
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

第
5
ブ
ロ
ッ
ク
は
地
図
を
作
る
と
い

う
よ
う
な
話
が
出
て
ま
し
た
。

高
木　

要
す
る
に
、
会
員
企
業
の
所
在
が

分
か
ら
な
い
か
ら
、
把
握
す
る
た
め
に
。
こ

こ
に
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
回

り
や
す
い
。
情
報
を
共
有
化
す
れ
ば
、
何

か
あ
っ
た
と
き
に
、
会
員
相
互
の
連
絡
が
取

り
や
す
い
。
会
員
に
対
し
て
、
声
掛
け
す

る
の
は
役
員
で
す
が
、
ど
こ
を
回
る
と
決
ま

っ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
そ
の
方
た
ち

と
は
、
フ
ェ
ー
ス
ツ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
関
係
を

広
げ
や
す
く
な
る
。
最
初
に
、
会
員
さ
ん

と
役
員
さ
ん
が
ち
ゃ
ん
と
接
点
を
持
っ
て
、

そ
れ
か
ら
、
役
員
さ
ん
と
他
の
会
員
さ
ん
た

ち
の
接
点
が
、
共
通
に
持
て
て
い
け
れ
ば
い

い
の
か
な
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。

岡　

駅
前
で
、
同
じ
支
部
の
会
員
さ
ん
に

会
っ
た
と
し
て
も
、
た
ぶ
ん
、
分
か
ん
な
い

で
通
り
過
ぎ
る
こ
と
は
結
構
あ
る
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。

宍
戸　

今
、
違
う
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
の
ア
イ
デ

ア
と
い
い
ま
す
か
、
意
見
を
聞
く
と
、
な
る

ほ
ど
な
と
思
い
ま
す
。

高
木　

行
事
が
あ
る
と
、
ま
だ
私
は
仰
せ
つ

か
っ
て
な
い
ん
で
す
が
、
今
度
の
行
事
の
責

任
者
は
、
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
誰
か
や
っ
て
く

れ
と
い
わ
れ
、
責
任
者
と
な
る
と
、
集
客
を

し
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う

い
う
意
味
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

鹿
野　

加
入
率
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
や

め
て
い
く
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
補
充
を
し
て

い
か
な
い
と
衰
退
し
て
い
き
ま
す
。

小
野
瀬　

小
笠
原
さ
ん
も
ご
自
分
が
支
部

長
で
な
く
な
っ
た
ら
、
加
入
率
は
大
切
だ

と
。
や
は
り
、
ま
め
に
回
っ
て
顔
つ
な
ぎ
を

し
て
、
入
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
大

事
な
の
か
な
と
は
思
い
ま
す
。
で
も
、
お
目

に
掛
か
る
ま
で
が
結
構
大
変
で
す
。
何
時

の
時
間
帯
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
。
午
前
な

の
か
午
後
な
の
か
夜
な
の
か
、
そ
れ
す
ら
分

か
ら
な
い
。

鹿
野　

高
木
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
、
商
店
街
で

比
較
的
、
勧
し
ょ
う
活
動
は
や
り
や
す
い
。

高
木　

そ
う
で
す
ね
。
や
り
や
す
い
と
い
う

か
、
当
然
マ
ン
シ
ョ
ン
の
1
室
を
法
人
登
記

さ
れ
て
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
最
初

の
勧
し
ょ
う
活
動
で
、
表
札
が
出
て
な
け

れ
ば
、
法
人
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
。
お

出
に
な
ら
れ
て
確
認
で
き
れ
ば
、
法
人
だ

と
い
う
こ
と
で
残
し
て
い
き
ま
す
が
。

岡　

う
ち
も
住
宅
街
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

稼
働
調
査
の
は
が
き
を
出
し
て
も
ら
っ
て
、

宛
先
不
明
で
戻
っ
て
き
た
の
を
見
て
、
初
め

て
、
あ
あ
や
っ
ぱ
り
っ
て
い
う
感
じ
で
す
。

あ
と
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
よ
う
に
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
1
室
で
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
と

か
、
管
理
人
さ
ん
が
い
て
、
こ
れ
以
上
ち
ょ

っ
と
っ
て
い
わ
れ
る
と
、
も
う
ど
う
し
よ
う

も
な
い
。
会
社
名
が
ち
ゃ
ん
と
出
て
る
と
こ

は
、
ほ
と
ん
ど
会
員
で
す
。

会
員
を
把
握
す
る
た
め
に
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あ
と
、
環
8
通
り
沿
い
の
四
面
道
か
ら

早
稲
田
通
り
の
手
前
ま
で
の
企
業
は
皆
さ

ん
会
員
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
方
に

出
て
き
て
い
た
だ
け
れ
ば
一
番
い
い
ん
で
す

け
ど
。
な
か
な
か
難
し
い
。

鹿
野　

商
店
街
と
し
て
行
事
は
あ
り
ま
す

か
。

岡　

あ
る
の
で
し
ょ
う
け
ど
、
自
動
車
の

デ
ィ
ー
ラ
ー
と
か
が
多
い
の
で
、
ど
う
し
て

も
、
出
づ
ら
い
っ
て
い
う
の
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

宍
戸　

本
格
的
に
稼
働
調
査
や
っ
た
の
は

今
年
が
初
め
て
で
す
。
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
マ

ン
シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
直
接
行

け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が
多
か
っ
た
。
マ
ン
シ
ョ

ン
は
不
在
が
多
い
で
す
ね
。
商
店
会
も
あ

る
の
で
、
先
輩
の
方
々
た
ち
が
情
報
を
持
っ

て
ら
し
て
、
子
ど
も
の
代
に
な
っ
て
辞
め
る

方
が
多
い
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
新
し
い
飲
食

関
係
の
店
舗
と
か
が
入
り
込
ん
で
き
た
と

き
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
訪
ね
ま
す
。
チ

ェ
ー
ン
店
の
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

　

飲
食
店
は
若
く
て
も
小
さ
い
店
を
立
ち

上
げ
る
方
が
多
い
の
で
、
そ
こ
に
目
を
付
け

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
い
ま
す
。
古
く

か
ら
あ
る
と
こ
ろ
は
、
代
が
変
わ
っ
て
ま
る

っ
き
り
寄
せ
付
け
な
い
感
じ
で
す
。

鹿
野　

皆
さ
ん
、
勧
し
ょ
う
活
動
と
い
う

と
、
二
の
足
を
踏
む
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
委
員
会
に
要
望
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

小
野
瀬　

マ
ン
シ
ョ
ン
だ
っ
た
ら
、
部
屋
番

号
ま
で
教
え
て
ほ
し
い
。
じ
ゃ
な
い
と
分
か

ら
な
い
。
表
札
が
最
近
出
て
い
な
い
。
例
え

ば
10
軒
あ
っ
た
ら
、
全
部
端
か
ら
ピ
ン
ポ
ン

し
て
い
く
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
。
管
理
人

さ
ん
に
伺
っ
て
も
、
今
は
教
え
て
く
だ
さ
ら

な
い
。

高
木　

私
自
身
も
組
織
委
員
を
し
て
ま
し

た
け
ど
、
申
請
し
た
も
の
が
ベ
ー
ス
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
通
っ
て
し
ま
え
ば
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ
も

や
む
を
得
な
い
ん
で
、
組
織
委
員
会
で
は
、

ど
う
に
も
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
実
際
に

行
っ
て
み
て
、
な
け
れ
ば
な
い
っ
て
い
う
、

稼
働
し
て
る
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
ま
せ

ん
と
い
う
、
未
確
認
と
し
て
処
理
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
き
ち
っ
と
法
人
と
し
て
立
ち
上
げ

る
意
思
が
あ
れ
ば
、
表
札
も
出
し
ま
す
か

ら
、
そ
う
い
う
方
を
対
象
に
し
て
、
私
ど

も
法
人
会
は
加
入
活
動
を
す
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
ま
す
。

鹿
野　

何
も
な
く
て
行
く
と
、
こ
の
人
誰
？ 

と
い
わ
れ
て
し
ま
う
。

高
木　

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
も
も
ち
ろ
ん
そ
う

で
す
し
、
法
人
会
の
勧
し
ょ
う
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
、
こ
の
間
も
勧

し
ょ
う
活
動
を
し
て
み
て
、
会
報
を
持
っ
て

お
伺
い
し
て
く
こ
と
で
ど
う
で
し
ょ
う
と
。

こ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
る
ん
で
す
っ
て
い

う
の
を
お
持
ち
し
て
、
そ
れ
で
勧
し
ょ
う
活

動
を
す
る
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

何
も
な
し
で
は
、
向
こ
う
だ
っ
て
、
何
だ
こ

り
ゃ
と
思
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
か
ら
、
名

刺
は
お
渡
し
し
て
、
地
元
の
法
人
会
の
役

員
で
す
と
名
乗
っ
て
、
私
ど
も
こ
う
い
う
こ

と
や
っ
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
ど
う
で
す
か

で
い
い
と
思
う
。

鹿
野　

ツ
ー
ル
は
全
然
不
足
は
し
て
な
い
。

小
野
瀬　

そ
う
で
す
ね
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
、
腕
章
を
お
借
り
し
た
ん
で
、
法
人
会

の
ブ
ル
ー
の
腕
章
。
三
つ
折
り
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
と
、
あ
と
名
刺
で
す
。
だ
か
ら
、
い
ら

っ
し
ゃ
ら
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
そ
れ
を
ポ
ス

ト
に
入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
お
声
だ

け
し
か
聞
け
な
い
と
こ
ろ
は
、
ご
案
内
を
入

れ
と
き
ま
す
の
で
と
い
う
感
じ
で
す
。

鹿
野　

支
部
長
に
な
ら
れ
て
、
忙
し
い
思
い

を
し
て
る
と
思
い
ま
す
。
活
動
が
頻
繁
で
、

も
う
少
し
整
理
を
し
た
方
が
い
い
と
い
う

声
が
時
々
あ
り
ま
す
。

岡　

あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん
、
私
は
。

宍
戸　

忙
し
い
と
い
う
感
じ
は
受
け
て
ま
せ

ん
。
私
自
身
が
ま
だ
、
勉
強
不
足
な
の
で
、

行
事
が
忙
し
く
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
。

小
野
瀬　

た
し
か
に
支
部
に
回
っ
て
は
き

ま
す
。
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
会
議
も
あ
り
ま

す
。
私
は
今
ま
で
何
も
や
っ
て
な
い
の
で
、

未
加
入
法
人
を
回
っ
た
の
も
、
そ
ん
な
こ

と
や
っ
て
た
ん
で
す
か
と
い
う
く
ら
い
、
初

め
て
で
し
た
。
こ
ん
な
も
の
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

高
木　

組
織
の
委
員
と
比
べ
れ
ば
、
今
度

は
新
し
く
ブ
ロ
ッ
ク
と
か
理
事
と
い
う
名

前
で
、
お
呼
び
が
か
か
っ
て
く
る
わ
け
で
す

が
、
出
ら
れ
る
も
の
だ
け
出
る
と
。
な
る
た

け
出
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
や
っ
て
ま
す
。

組
織
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
解
放
さ
れ
た
と
い

う
意
味
で
は
、
気
持
ち
は
楽
で
す
。
た
だ
、

支
部
と
し
て
も
ち
ろ
ん
一
生
懸
命
や
ら
な
い

と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

先
ほ
ど
震
災
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

宍
戸　

震
災
直
後
は
や
は
り
支
部
会
の
と

き
の
話
題
は
ほ
と
ん
ど
そ
れ
で
し
た
。

勧
し
ょ
う
の
ツ
ー
ル
は
充
分
あ
る

震
災
支
援
を
考
え
る
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南
相
馬
市
と
交
流
が
あ
る
話
を
先
輩
の

方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

ま
と
め
る
っ
て
い
う
感
じ
で
は
な
く
て
、
各

自
い
い
た
い
意
見
を
言
っ
て
、
そ
れ
を
何
と

か
で
き
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

鹿
野　

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
話
で
す
が
。

小
野
瀬　

こ
れ
か
ら
で
す
。
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
と
い
っ
て
も
無
理
な
の
で
、
こ
ち
ら

か
ら
伺
い
ま
す
の
で
、
た
め
て
お
い
て
い
た

だ
け
ま
す
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
き
っ
か

け
に
し
て
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
前

の
支
部
長
さ
ん
が
福
島
に
行
か
れ
て
被
災

さ
れ
ま
し
た
。
2
日
後
ぐ
ら
い
に
東
京
に
い

ら
し
て
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
集
め
て
、
車
に

こ
れ
以
上
積
め
な
い
っ
て
い
う
ぐ
ら
い
積
め

こ
ん
で
、
ま
た
2
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
お
持

ち
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
は
す
ご
く

役
に
立
っ
た
っ
て
い
う
、直
後
で
し
た
の
で
。

　

た
だ
そ
の
と
き
、
そ
の
と
き
で
必
要
な
も

の
も
変
わ
る
し
、
何
を
求
め
ら
れ
て
る
の
か

を
探
る
の
は
難
し
い
で
す
。
例
え
ば
本
を
送

っ
て
も
、
本
が
集
ま
り
す
ぎ
る
と
か
、
い
ろ

ん
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
継
続
し
て

や
れ
る
こ
と
っ
て
い
う
の
は
、
本
当
難
し
い

で
す
。
何
年
も
か
か
る
と
思
う
ん
で
す
、

5
年
と
か
。
私
の
お
友
だ
ち
も
気
仙
沼
に

持
っ
て
行
き
ま
し
た
け
ど
、
何
も
な
い
っ
て

い
う
の
が
こ
ん
な
も
ん
な
の
か
っ
て
、
も
う

声
も
出
な
い
っ
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。
継
続

が
本
当
に
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。

高
木　

私
は
先
だ
っ
て
納
税
パ
レ
ー
ド
の
保

険
の
件
で
、
杉
並
区
の
納
税
課
の
方
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
納
税
課
長
が
き
の
う
青
年

部
会
の
部
会
長
が
来
て
く
れ
て
、
落
語
を

楽
し
む
会
で
集
ま
っ
た
寄
付
金
を
区
長
に

お
渡
し
し
て
喜
ん
で
い
た
と
い
う
、
お
話
も

聞
い
て
き
ま
し
た
。

　

気
持
ち
は
持
っ
て
い
て
も
伝
わ
ら
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
お
金
で
で
き
る
こ
と
で

あ
れ
ば
定
期
的
に
、
時
間
は
だ
ん
だ
ん
た
っ

て
い
き
ま
す
け
ど
、
ず
っ
と
忘
れ
な
い
で
い

る
よ
っ
て
い
う
意
味
で
行
事
の
た
び
に
何
か

集
め
て
お
送
り
す
る
の
も
1
つ
の
手
な
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
本
当
に
さ
さ
い
な

ん
で
す
け
ど
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
ク
リ
ッ

ク
募
金
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
あ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
大
震
災
の
復
興
や
援
助
の
た

め
に
1
ク
リ
ッ
ク
1
円
。

　

そ
う
い
う
も
の
も
あ
る
の
で
、
知
っ
て
い

る
人
に
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
は
お
伝
え
は
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
、
被
災
地
の
支
援
に
な
る
こ
と
を

も
っ
と
伝
え
て
も
い
い
と
思
っ
て
ま
す
。

鹿
野　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
話
題
が
で
ま
し

た
。

岡　

青
年
部
会
は
掲
示
板
は
何
年
か
前
か

ら
。
テ
ス
ト
み
た
い
な
感
じ
で
や
っ
て
い
ま

す
。
公
に
し
て
ま
せ
ん
け
ど
。
私
は
い
い
と

思
い
ま
す
。
情
報
交
換
や
企
業
の
P
R
で

も
い
い
と
思
う
ん
で
す
。
退
会
防
止
に
も
な

る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
あ
と

法
人
会
を
の
ぞ
い
て
み
て
入
会
っ
て
い
う
こ

と
も
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
し
、
そ
れ
は
大

い
に
い
い
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
い
ま
す
。

宍
戸　

い
ろ
い
ろ
と
情
報
交
換
が
で
き
る
。

小
野
瀬　

私
自
身
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
特
に
や
っ
て
ま
せ
ん
が
便

利
だ
と
思
い
ま
す
、
す
ご
く
。

高
木　

私
、
ヤ
フ
ー
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
か
、

A
I
U
の
代
理
店
会
の
役
員
も
し
て
い
ま

す
が
、
そ
う
い
う
集
ま
り
で
は
ヤ
フ
ー
や

G
M
O
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
で
情
報

を
一
斉
に
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
あ
と
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ
ペ
ー
ジ
に
参
加

し
て
ま
す
。
法
人
会
も
そ
う
い
う
グ
ル
ー

プ
ペ
ー
ジ
と
か
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
と
か
作

れ
ば
、
一
斉
に
送
信
が
で
き
ま
す
。
支
部
単

位
と
か
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
と
か
法
人
会
単
位

と
か
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
、
そ
う
い
う
も
の
も

作
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
方
が
コ
ス

ト
削
減
に
も
な
り
ま
す
。

小
野
瀬　

F
A
X
は
経
費
が
か
な
り
か
か

っ
て
い
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

高
木　

そ
れ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
お
金
は
別
の

も
の
に
使
え
ば
い
い
で
す
。
基
本
的
に
は
こ

れ
か
ら
の
時
代
は
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

携
帯
ま
で
教
え
て
く
れ
っ
て
い
う
の
は
無
茶

な
話
で
す
け
ど
、
P
C
の
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
は
も
う
載
せ
て
い
く
よ
う
に
し
な
い
と
ま

ず
い
で
す
よ
ね
。
だ
っ
て
名
刺
に
だ
っ
て
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
E
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
載
せ

て
ま
す
よ
ね
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
を
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嶋
信
介
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
出
生
地
は
、
な
ん

と
東
京
大
学
。
東
大
病
院
で
す
。
の
ち
に
、

国
家
公
務
員
と
し
て
東
大
で
働
く
こ
と
に
な

ろ
う
と
は
、
こ
の
と
き
に
は
知
る
は
ず
も
あ

り
ま
せ
ん
。
上
野
で
電
気
屋
を
営
む
ご
両
親

の
も
と
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
が
、
東

京
大
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
、
4
歳
の
頃
に
終

戦
を
迎
え
て
移
り
住
ん
だ
葛
飾
区
青
戸
で
す

く
す
く
と
成
長
さ
れ
ま
し
た
。

「
昔
、
葛
飾
は
水
郷
地
帯
で
、
す
ぐ
近
く
に

川
も
池
も
あ
っ
て
、
小
学
校
の
こ
ろ
は
毎
日

勉
強
も
し
な
い
で
魚
と
り
に
行
っ
て
ま
し
た

ね
。
そ
れ
か
ら
、小
屋
を
造
る
の
が
好
き
で
、

そ
こ
で
小
鳥
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
カ
ナ
リ

ア
、
文
鳥
、
イ
ン
コ
、
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
、
ニ

ワ
ト
リ
、
伝
書
鳩
な
ど
。
昔
は
み
か
ん
箱
や

リ
ン
ゴ
箱
は
木
で
し
た
か
ら
、
八
百
屋
で
も

ら
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
は
作
っ
て
い
ま
し

た
。
高
学
年
の
と
き
に
は
、
蛍
光
灯
の
ス
タ

ン
ド
も
木
で
作
り
ま
し
た
よ
」

　

釣
り
と
工
作
が
大
好
き
な
嶋
少
年
で
し

た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
商
売
を
や
ろ
う
と
志

し
、
小
学
校
の
卒
業
文
集
に
は
「
将
来
は
実

業
家
に
な
る
」
と
記
し
た
そ
う
で
す
。

　

嶋
ブ
ロ
ッ
ク
長
い
わ
く
「
幸
い
、
貧
乏
だ

っ
た
か
ら
」、
中
学
校
卒
業
後
は
夜
間
高
校

の
電
気
科
に
進
み
ま
し
た
が
、
1
年
生
の
と

き
に
父
親
が
急
逝
。
電
気
屋
に
住
み
込
み

で
働
き
な
が
ら
、
夜
学
に
通
う
こ
と
に
。
そ

の
後
、
自
宅
か
ら
通
え
る
仕
事
と
い
う
こ
と

で
、
病
院
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
の
助
手
を
1

年
ほ
ど
勤
め
た
あ
と
、
日
立
製
作
所
亀
有
工

場
の
社
員
募
集
を
、
担
任
の
先
生
か
ら
聞
い

て
応
募
し
、
見
事
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
亀
有
工
場
は
制
御
盤
と
モ
ー
タ
ー
を
製
造

し
て
い
て
、
私
は
制
御
盤
の
設
計
課
に
入
っ

て
、
図
面
の
書
き
方
や
管
理
を
覚
え
ま
し

た
。
し
か
も
、
会
社
で
は
毎
日
30
分
、
勉
強

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
5
年
先
輩
の
人
が
先

生
に
な
っ
て
、
計
算
尺
や
設
計
な
ど
、
社
内

教
育
は
す
ご
か
っ
た
。
そ
の
と
き
勉
強
し
た

こ
と
が
、
今
の
会
社
に
一
番
役
に
立
っ
て
い

ま
す
ね
。
日
立
に
は
2
年
半
い
ま
し
た
が
、

高
校
卒
業
の
と
き
に
国
家
公
務
員
試
験
に
合

格
し
、
東
京
大
学
の
建
築
を
担
当
す
る
施
設

部
に
入
り
ま
し
た
。
高
校
が
電
気
科
だ
っ
た

の
で
、
電
気
を
扱
う
部
署
で
し
た
」

　

10
年
間
の
公
務
員
生
活
。
振
り
返
れ
ば
、

高
校
時
代
は
十
分
な
運
動
を
す
る
機
会
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
務
員
に
は
共
済
組
合

宿
舎
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
し
た
サ
ー

ク
ル
活
動
が
さ
か
ん
で
す
。
テ
ニ
ス
、
山
登

り
、
ス
キ
ー
な
ど
、
職
場
の
仲
間
と
楽
し
ん

だ
そ
う
で
す
。
そ
の
こ
ろ
覚
え
た
碁
は
、
50

年
た
っ
た
今
で
も
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

27
歳
で
ご
結
婚
。
嶋
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
代
表

取
締
役
を
務
め
ら
れ
て
い
る
八
欧
産
業
は
、

奥
様
の
お
父
様
が
現
在
の
と
こ
ろ
で
作
ら
れ

小惑星由来物質を地球に持ち帰るという快挙を成し遂げた探査機「はやぶさ」を陰で支えた企業として、八欧産業
株式会社は昨年11月に文部科学省から表彰を受けました。その代表として、昨年より取材攻めに合いながらも、今
回のインタビューに快く応じてくださったのが新第５ブロック長の嶋信介氏です。八欧産業は、隕石との距離を測る
ために「はやぶさ」に搭載されたターゲットマーカーの表面反射材を納品。その成功に大きく貢献しています。嶋氏
の人生の基礎を築いた青年時代、事業内容、子育てについてなど、さまざまなエピソードをうかがいました。

嶋 信介
第5ブロック長インタビュー

「これからは、
みんなに喜んでもらえることを
したい」

聞き手／中山一昭・鹿野 修二

小
学
生
で
「
将
来
は
実
業
家
に
」

公
務
員
か
ら
フ
ィ
ル
ム
販
売
へ

荻窪法人会は荻窪税務署管内を5 つのブロックに地域割りをして
います。1ブロックが約500社で構成されていますがブロック長はそ
の500社の取りまとめをします。それぞれの地域における社会貢献
や地域活動のリーダーとしての役割も担っています。
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た
会
社
で
す
。

「
会
社
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
リ
ー
エ
ム
社
の
フ

ィ
ル
ム
を
扱
っ
て
い
て
、
当
時
で
も
世
界
最

高
の
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
日
本

に
入
っ
て
き
た
ば
か
り
で
加
工
方
法
が
確
立

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
加
工
す
る
の
は
ハ
サ
ミ

と
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
。
文
字
を
作
る
の
も
、

カ
ー
ボ
ン
紙
で
ト
レ
ー
ス
し
て
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
で
切
る
。
道
路
標
識
の
文
字
で
も
、
み

ん
な
手
で
切
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
図
面
を

描
い
て
い
た
か
ら
、
ト
レ
ー
ス
な
ん
か
は
、

会
社
に
入
っ
た
と
き
に
誰
よ
り
も
上
手
か
っ

た
し
、
工
作
が
得
意
だ
か
ら
ナ
イ
フ
の
使
い

方
も
上
手
で
し
た
」

　

八
欧
産
業
は
、
看
板
用
の
フ
ィ
ル
ム
や
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
が
光
る
よ
う
に
貼
ら
れ

た
反
射
す
る
フ
ィ
ル
ム
な
ど
、
裏
に
特
殊
な

接
着
剤
の
つ
い
た
フ
ィ
ル
ム
を
加
工
、
販
売

し
て
い
ま
す
。
ペ
ン
キ
で
描
か
れ
た
昔
の
看

板
は
、
時
間
が
た
つ
と
バ
ラ
バ
ラ
と
は
が
れ

ま
し
た
が
、
今
は
多
く
が
フ
ィ
ル
ム
に
代
わ

っ
て
は
が
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

宅
配
会
社
の
商
用
車
に
貼
っ
て
あ
る
フ
ィ
ル

ム
、
屋
上
や
地
下
鉄
な
ど
で
目
に
す
る
看

板
、
バ
ス
の
車
体
広
告
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
と

こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
銀
行
の
名
前
が
変
わ
り
、
一
晩
で
全
国
の

店
舗
の
看
板
が
変
わ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
、

ど
う
す
る
か
と
い
う
と
、
ま
ず
新
し
い
看
板

を
作
り
、
そ
の
上
に
古
い
名
前
の
フ
ィ
ル
ム

を
貼
り
付
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
は
が
し
て
も

糊
が
残
ら
な
い
タ
イ
プ
の
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

銀
行
の
場
合
な
ら
、
名
前
の
変
わ
る
前
の
日

の
午
後
3
時
か
ら
我
々
が
仕
事
を
始
め
、
上

に
貼
っ
て
あ
る
フ
ィ
ル
ム
を
は
が
し
ま
す
」

　

お
子
様
は
2
人
。
子
育
て
に
関
し
て
は
奥

様
に
頭
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
嶋
ブ
ロ
ッ
ク

長
で
す
が
、
お
二
人
の
教
育
方
針
は
、
チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
す
べ
て
経
験
さ
せ
て
あ
げ
る

こ
と
。
人
間
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
そ
の
場
限
り

で
す
。
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
あ
げ
る

の
が
親
の
責
任
と
い
い
ま
す
。

「
長
男
は
大
学
卒
業
後
、
起
業
し
て
独
立
し

て
い
ま
す
。
次
男
は
、
う
ち
の
会
社
に
入
っ

て
10
年
で
す
」

　

嶋
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
高
校
時
代
、
親
に
お
金

を
出
し
て
も
ら
っ
て
昼
間
の
学
校
に
通
っ
て

い
る
同
級
生
と
違
い
、
自
分
に
は
仕
事
と
い

う
実
地
で
得
た
経
験
が
あ
り
、
そ
れ
は
絶
対

に
負
け
な
い
ん
だ
と
思
っ
て
、
一
つ
一
つ
真
剣

に
考
え
て
取
り
組
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

「
そ
れ
こ
そ
﹃
幸
い
、
貧
乏
だ
っ
た
﹄
か
ら
で

す
。
過
去
の
経
験
で
ム
ダ
に
な
っ
た
の
は
一

つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
会
社
で
、
作
業
仕

様
書
を
使
っ
た
管
理
の
仕
方
も
、
病
院
の
カ

ル
テ
を
管
理
す
る
方
法
や
、
日
立
製
作
所
で

図
面
を
管
理
す
る
方
法
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
作

り
ま
し
た
。
全
部
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　

先
代
社
長
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
会
社
に

入
っ
て
9
年
目
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
の
本

社
を
建
て
て
わ
ず
か
1
年
で
し
た
。

「
オ
ー
ル
借
金
で
建
て
て
竣
工
式
も
し
て
い

な
い
。
そ
れ
で
、
義
父
へ
の
は
な
む
け
と
し

て
本
社
で
葬
式
を
し
た
ん
で
す
」

　

経
営
に
つ
い
て
教
え
を
受
け
る
間
も
な

く
、
会
社
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
業
績
は
順
調
に
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
を
加
工
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
機
械
な

ど
の
開
発
も
次
々
と
行
い
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

「
高
校
時
代
、
昼
間
働
い
て
夜
は
勉
強
。
東

大
の
と
き
も
夜
は
ア
ル
バ
イ
ト
で
図
面
を
描

い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
20
年
以

上
は
毎
晩
11
時
12
時
ま
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
今
ま
で
は
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
、

生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
け

れ
ど
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の
ほ
う
が
難
し

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

今
は
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

小
学
校
を
卒
業
し
て
60
年
。
20
年
前
か
ら

は
毎
年
ク
ラ
ス
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
校
の
同
窓
会
や
東
大
時
代
の
サ
ー
ク
ル

仲
間
と
の
懇
親
会
も
定
期
的
に
開
い
て
い
ま

す
。
趣
味
の
釣
り
で
は
、
毎
月
第
3
土
曜
日

に
仲
間
を
募
り
船
宿
の
手
配
を
す
る
な
ど
、

嶋
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
す
べ
て
の
幹
事
を
自
ら
買

っ
て
出
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ

る
の
が
、
何
よ
り
も
う
れ
し
い
と
の
こ
と
。

　

今
回
、
新
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
な
っ
た
嶋
氏
。

荻
窪
法
人
会
と
の
関
わ
り
も
30
年
近
く
に
わ

INTERVIEW

た
り
ま
す
。

「
前
小
笠
原
ブ
ロ
ッ
ク
長
が
、
各
支
部
長
を

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
行
事
も
、
支
部
長
さ
ん
が
分
担

し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
何
も

し
な
く
て
い
い
く
ら
い
で
す
（
笑
）。
こ
の
と

こ
ろ
組
織
率
も
上
が
り
、
77
・
9
％
に
な
り

ま
し
た
。
支
部
長
さ
ん
が
一
生
懸
命
や
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
荻
窪
法
人
会
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
団
体
と
し
て
は
一
番
大
き
く

て
、
地
域
の
親
睦
を
深
め
る
と
い
う
点
で
は

非
常
に
い
い
で
す
ね
。
私
も
、
世
の
中
の
役

に
立
つ
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

ム
ダ
な
こ
と
は
一
つ
も
な
い
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日
本
の
紙
幣
は
、「
楮
、
桑
、
三
椏
な
ど

の
樹
脂
類
」
で
作
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

欧
米
諸
国
は
、「
木
綿
、
亜
麻
」
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
両
者
の
地
域
間
で
は
、
製
紙

原
料
に
際
立
っ
た
違
い
が
あ
る
の
で
す
。

「
紙
幣
の
原
料
」
が
違
え
ば
、「
使
用
す
る

イ
ン
ク
」
も
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の

紙
幣
が
偽
造
防
止
の
点
で
有
利
だ
と
思
い

ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
日
本
の
紙
は
欧
米
諸
国

の
紙
と
違
う
も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
の

か
？

　

そ
れ
は
、
紙
の
伝
わ
り
方
の
歴
史
に
関

係
し
て
い
ま
す
。（
写
真
：
「
紙
の
道
」）

　
「
単
な
る
印
刷
物
」で
あ
る
紙
が
、「
紙
幣
」

と
し
て
価
値
を
持
つ
に
は
次
の
よ
う
な
要

件
が
必
要
で
す
。

①
公
権
力
（
法
律
、
強
制
通
用
力
）、

紙と印刷
そしてお札のはなし
講師：
東京大学特任教授　元国立印刷局理事

木村 実氏

平成23年10月19日（水）、荻窪タウンセブン8階大会
議室にて、税制特別講演会を開催しました。この講
演会のようすをご紹介します。

税制委員会　副委員長　小林誉光

紙
の
歴
史
と
紙
幣
用
紙
の
違
い

素
材
価
値
の
な
い
紙
幣
の
流
通
条
件

【税制委員会とは】租税等に関連する各種の講演会や勉強会の開催をはじめ、政府、国会に対する要望活動等、会員の
ための活動を行っています。特に、毎年行われる税制改正要望に関するアンケート調査とその取りまとめについて検討
会を開催し、荻窪法人会の会員企業の皆様の要望を実現できるように努めております。税制改正要望について、ご意見・
ご要望がありましたら、税制委員会までご連絡をいただきたいと思います。

平成 23年度  荻窪法人会 税制委員会 税制特別講演会
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②
本
物
で
あ
る
と
い
う
保
証
（
偽
造
対
策
）

③
価
値
の
保
証
（
兌
換
券
、
銀
行
券
）

　

日
本
の
紙
幣
は
、
他
の
諸
外
国
と
比
べ

て
も
、
偽
造
紙
幣
が
作
り
に
く
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
日
本
の
紙
幣
に
次
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
る
か
ら
で
す
。

①
独
特
の
手
触
り
（
木
綿
以
外
の
非
木
材

繊
維
の
使
用
）

②
独
自
の
す
き
入
れ
技
術
、

③
用
紙
特
性
に
適
合
し
た
凹
版
イ
ン
キ
（
独

自
開
発
）

④
用
紙
の
薄
い
中
間
色
（
た
ま
ご
色
）

　

2
0
0
0
年
頃
か
ら
世
界
中
で
偽
造
紙

幣
が
多
く
出
回
り
始
め
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
性
能
な
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ

リ
ン
タ
ー
が
廉
価
に
な
り
、
一
般
家
庭
に
普

及
し
た
時
期
と
重
な
り
ま
す
。
世
界
の
基

軸
通
貨
に
も
な
っ
て
い
る
「
ド
ル
紙
幣
」
で

す
が
、
偽
造
紙
幣
の
登
場
も
そ
れ
に
比
例

し
て
多
く
の
も
の
が
登
場
し
ま
す
。

　

な
か
で
も
、「
ス
ー
パ
ー
K
」
は
、「
本

平成23年度  荻窪法人会 税制委員会 税制特別講演会

物
よ
り
も
優
れ
た
偽
物
」
と
し
て
、
そ
の

偽
札
の
作
り
は
世
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
人
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
紙
幣
を
、

「
バ
ン
ク
ノ
ー
ト
」
で
は
な
く
、単
な
る
「
印

刷
物
」
だ
と
揶
揄
し
た
ほ
ど
で
す
。

　

印
刷
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
日
本
の
紙

幣
は
さ
ら
な
る
進
化
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
日
本
の
紙
幣
に
は
、
次
の
よ
う
な

最
新
技
術
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
マ
イ
ク
ロ
文
字

②
潜
像
模
様

③
潜
像
パ
ー
ル
模
様

④
ホ
ロ
グ
ラ
ム

⑤
特
殊
発
光
イ
ン
キ

　

当
日
は
「
一
万
円
」
を
持
参
し
て
い
た
だ

き
、
ご
自
身
の
一
万
円
を
ご
確
認
い
た
だ
き

な
が
ら
、
最
新
技
術
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
特
殊
発
光
イ
ン
キ
の
技
術
は
、

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
を
回
し
て
も
ら
い
、
発
光

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
お
わ
り
に
】

　

こ
の
講
演
を
聞
い
て
、
普
段
な
に
げ
な

く
使
っ
て
い
る
紙
幣
は
、
多
く
の
最
新
技

術
の
結
晶
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
毎
日
利
用
す
る
紙
幣
。
こ
の
紙

幣
へ
の
信
頼
は
、
国
へ
の
信
頼
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
る
紙

幣
を
作
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

従
来
か
ら
の
紙
幣
偽
造
対
策

偽
造
紙
幣
の
増
加
の
理
由

新
た
な
偽
造
防
止
技
術
と
一
万
円

上）ブラックライトで
特殊発光 インキの
発光を確認
下）持参した1万円
で 印刷の 最新技術
を確認する参加者

プロジェクターで印刷技術を
説明する木村氏
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平成 23 年度　税を考える週間

中学生の「税についての作文」

国税庁では、毎年11月11日～11月17日を「税を考える週間」と定め、様々な広報・広聴活動を行っています。
今回は、荻窪法人会が参加した「中学生の税についての作文」の受賞作品と「杉並納税街頭キャンペーン」のレポートを
紹介いたします。

税を考える週間

【中学生の「税についての作文」について】
国税庁と全国納税貯蓄組合連合会で、全国の中学生の皆さんから「税について
の作文」の募集を行いました。
これは、将来を担う中学生の皆さんが、身近に感じた税に関すること、学校で
学んだ税に関すること、テレビや新聞などで知った税の話などを題材とした作文
を書くことで、税について関心を持ち、正しい理解を深めていただくという趣旨
で実施しているものです。
本年度は全国7,105校から561,537編の作文が寄せられました。この中から
内閣総理大臣賞をはじめ総務大臣賞、財務大臣賞、文部科学大臣奨励賞、国
税庁長官賞などの優秀作品を選考し、賞状及び記念品を贈呈しました。
平成24年度も6月上旬～9月上旬に作文の募集を予定しています。
全国の中学生の皆さんからの活発なご応募をお待ちしています。

税を考える週間の前身は、昭和29年「納税者の声を聞く月間」として設けられ、その後、世の中の動
きと共に名称と施策が変化していき、昭和31年「納税者の声を聞く旬間」、昭和49年「税を知る週間」
となりました。「税を知る週間」は ❶税を社会全体の役割の中で捉える見地から、給与所得者や主婦、
学生等を含めた幅広い「国民各層」が税のよき理解者、協力者であるべきことを改めて認識し、広報
広聴の対象とする、❷各種の施策を通じて、単に「声を聞く」という受身の姿勢だけではなく、積極的
に税の重要性、執行の公平性、税務相談や不服審査の活用方法等を広報する。こととしていました。
しかし、近年の経済社会の構造、税務行政を取り巻く環境の著しい変化に的確に対応するためには、
税についてより深く理解していただく必要があり、そこで単に税を「知る」だけでなく、より能動的に税
の仕組みや目的などを考え、国の基本となる税の理解を深めていただくことを明確にするために、平
成16年に「税を考える週間」 と改称されました。

（詳しくは：国税庁ホームページ「税を考える週間」 
http://www.nta.go.jp/kohyo/katsudou/week/index.htm）

税を考える週間とは？　〜「知る」から「考える」へ〜 	
（国税庁ホームページ「税を考える週間」より抜粋）

平成23年度

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
表
彰
式
が
荻

窪
税
務
署
別
館
で
12
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
は
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
連
合

会
が
共
催
で
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。
荻
窪
法
人
会
も

参
加
し
て
会
長
賞
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
年
で
45
回

を
数
え
、
年
々
応
募
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
全
国
で

5
6
1
5
3
7
編
、
東
京
都
で
6
8
3
4
2
編
が
集

ま
り
ま
し
た
。
館
内
の
応
募
数
は
12
校
、
作
品
数
は
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右）お祝いのあいさつをする齋藤荻窪税務署長　左）表彰する小竹会長　下）表彰式会場の様子

荻
窪
税
務
署
長
賞  

受
賞
作
品

『
税
金
を
払
う
と
い
う
こ
と
。』

杉
並
区
立
天
沼
中
学
校　

三
年　

川
島
脩
平

公
民
の
授
業
で
憲
法
を
学
ん
だ
時
、
僕
た
ち

に
は
権
利
と
同
時
に
義
務
も
あ
る
こ
と
を
勉
強

し
た
。

勤
労
の
義
務
。
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務
。

そ
し
て
納
税
の
義
務
だ
。

憲
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
僕
た
ち
の
権
利

も
、
こ
の
義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
、
く
ず
れ

て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
、
権
利
と
義
務
は
、
二

つ
で
ひ
と
つ
の
関
係
で
、
ど
ち
ら
が
欠
け
て
も

成
り
立
た
な
い
か
ら
だ
。

「
国
民
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
納
税
の
義
務
を
負
ふ
。
」
と
い
う
憲
法

三
十
条
は
、
日
本
の
社
会
の
一
員
と
し
て
、
日

本
の
国
を
さ
さ
え
る
力
に
な
る
。
と
言
っ
て
い

る
ん
だ
と
思
う
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
税
金
が
私

た
ち
の
生
活
を
さ
さ
え
る
、
い
ろ
ん
な
事
に
関

係
し
て
い
る
か
ら
だ
。
医
療
費
や
道
路
の
整

備
。
そ
し
て
学
校
で
使
う
教
科
書
。
高
校
の
授

業
料
も
無
償
化
と
な
っ
た
。

私
た
ち
の
生
活
は
気
が
つ
か
な
い
所
で
、
た

く
さ
ん
の
税
金
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
い

る
。
僕
た
ち
は
税
金
を
は
ら
う
こ
と
で
、
誰
か

を
助
け
、
ま
た
別
の
誰
か
か
ら
助
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
思
う
と
、
税
金
は
日
本
と
い
う
国
を

さ
さ
え
る
、
多
く
の
人
の
手
だ
と
思
う
。

そ
ん
な
大
切
な
税
金
だ
が
、
母
は
消
費
税
が

あ
が
る
。
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、
い
や

な
顔
を
す
る
。
こ
れ
以
上
は
払
い
た
く
な
い
。

と
い
う
顔
だ
。

な
ぜ
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
た
。
そ
れ
は
、
自

分
の
払
っ
た
税
金
が
何
に
役
立
っ
た
の
か
が
わ

か
ら
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
自
分
の
払
っ
た
税

金
が
、
む
だ
に
使
わ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
悲
し

い
。
ぼ
く
た
ち
は
、
た
だ
税
金
を
払
う
の
で
は

な
く
、
そ
れ
が
ど
の
様
に
使
わ
れ
た
の
か
。
と

い
う
事
ま
で
み
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

義
務
だ
か
ら
払
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
社
会
を
支

え
る
一
員
と
し
て
払
う
。
そ
う
い
う
気
持
ち
で

税
金
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
と
思
う
。

自
分
で
店
を
し
て
い
る
祖
父
は
、
税
金
を
払

う
時
期
に
、
税
理
士
さ
ん
に
帳
簿
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
も
ら
い
税
金
を
お
さ
め
て
い
る
。
祖
父

は
、「

自
分
で
申
告
す
る
か
ら
こ
そ
、
正
し
い
金

額
を
お
さ
め
る
事
が
大
切
な
ん
だ
。
」

と
言
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
祖
父
の
姿
は
、

ち
ょ
っ
と
か
っ
こ
い
い
と
思
う
。

税
金
を
払
う
こ
と
は
、
大
人
に
な
る
こ
と
な

ん
だ
と
い
う
気
が
す
る
。

将
来
、
僕
も
仕
事
を
し
て
給
料
を
も
ら
う

時
、
祖
父
の
様
に
、
か
っ
こ
よ
く
税
金
を
払
う

人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自

分
の
払
っ
た
税
金
が
、
ど
こ
か
で
だ
れ
か
を
助

け
る
力
に
な
っ
て
い
れ
ば
い
い
と
思
う
。

1
0
9
9
編
で
し
た
。
そ
の
中
か
ら
各
団
体
の
優
秀
賞
や
佳
作
を
含
め
50
編
選
ば

れ
こ
の
日
、
受
賞
さ
れ
た
中
学
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
荻
窪
税
務
署
長
賞
2
編
、

荻
窪
法
人
会
会
長
賞
1
編
を
会
報
に
掲
載
し
ま
す
。

荻
窪
税
務
署
の
齋
藤
署
長
は
作
文
を
書
く
に
あ
た
り
税
に
つ
い
て
、
夏
休
み
の
貴

重
な
時
間
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ご
両
親
に
聞
い
て
熱
心
に
調
べ
て
勉
強
を

し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
作

品
と
し
て
仕
上
が
っ
た
事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
荻
窪
法
人
会
の
小
竹
会
長
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
国

の
税
金
や
あ
り
方
に
つ
い
て
今
の
時
期
か
ら
よ
く
考
え
て
い
た
だ
い
て
、
次
の
時
代

を
担
う
す
ば
ら
し
い
大
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。
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荻
窪
税
務
署
長
賞  

受
賞
作
品

『
歴
史
か
ら
考
え
た
現
在
の
税
制
』

杉
並
区
立
井
荻
中
学
校　

三
年　

小
門
晴
香

荻
窪
法
人
会
会
長
賞  

受
賞
作
品

『
図
書
館
の
良
さ
と
税
金
』日

本
大
学
第
二
中
学
校　

三
年　

増
田
将
太

夏
の
暑
い
日
、
駅
前
に
行
く
と
声
高
に
『
増

税
反
対　

国
民
の
生
活
を
こ
れ
以
上
苦
し
め
な

い
で
く
れ
』
と
演
説
し
て
い
る
人
た
ち
を
見
か

け
た
。

以
前
か
ら
国
債
が
増
え
る
ば
か
り
な
の
で
、

増
税
が
必
要
と
言
わ
れ
て
き
た
中
で
、
今
年
は

東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
し
ま
っ
た
た
め
、
さ

ら
に
復
興
支
援
の
た
め
の
多
額
な
お
金
が
か
か

る
。
そ
の
費
用
を
ま
か
な
う
に
は
、
や
は
り
所

得
税
や
消
費
税
、
住
民
税
な
ど
を
少
し
ず
つ
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
国
会
で
は
議

論
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
賛
否
両
論
の

意
見
が
多
数
出
て
い
る
こ
と
は
、
ニ
ュ
ー
ス
で

報
道
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
聞
い
て
も
『
増
税
し
た
ら

私
達
の
暮
ら
し
が
色
々
と
困
る
な
ぁ
』
く
ら
い

に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
身
近

な
場
所
で
増
税
に
つ
い
て
訴
え
る
人
々
を
見

て
、
税
金
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。

い
っ
た
い
税
は
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
こ
う
し
て
考
え
て
街
を
見
渡
す
と
、
信

号
や
学
校
、
病
院
に
ご
み
収
集
の
自
動
車
、
救

急
車
や
警
察
官
な
ど
、
多
く
の
も
の
が
税
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
税
は
こ
の

よ
う
な
公
共
物
を
作
っ
た
り
、
国
民
の
安
全
を

作
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
医
療
の
面
で
も
活
躍
し

て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
の
お
か
げ
で
安

心
・
安
全
・
秩
序
あ
る
生
活
が
過
ご
せ
て
い
る

の
だ
。
こ
う
し
た
税
制
は
、
現
代
社
会
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
長
い
歴
史
の
中

か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
だ
。
世
界
の
多
く
の

地
域
で
も
、
税
制
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
き

た
。そ

の
中
で
私
は
歴
史
の
授
業
で
習
っ
た
あ
る

言
葉
を
思
い
出
し
た
。
そ
れ
は
『
代
表
な
く
し

て
課
税
な
し
』
と
い
う
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
の

際
に
国
民
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
だ
。
ふ
と
思
い

出
し
た
こ
の
言
葉
だ
け
れ
ど
も
、
ど
う
や
っ
て

生
ま
れ
て
き
た
言
葉
な
の
か
私
は
不
思
議
に

思
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
不
当
な
課
税
制
度

に
対
し
て
、
自
分
た
ち
の
代
表
者
が
い
な
い
と

こ
ろ
で
決
め
ら
れ
た
税
は
納
め
る
必
要
が
な
い

と
い
う
考
え
と
、
自
分
た
ち
の
国
を
支
え
る
た

め
に
は
、
自
分
た
ち
一
人
一
人
が
税
を
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
の
、
強
い
意
識

か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
の
よ
う
だ
。

私
は
、
『
国
を
支
え
る
た
め
に
は
、
一
人
一

人
が
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う

こ
の
意
識
こ
そ
が
現
代
に
お
い
て
、
大
切
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
税
を
払
わ
さ
れ
て
い
る

と
い
う
意
識
の
人
々
も
多
く
、
増
税
に
反
対
す

る
人
々
も
い
る
中
で
、
国
民
の
全
員
が
こ
の
税

を
払
っ
て
自
分
た
ち
の
国
を
支
え
て
い
る
と
い

う
自
覚
が
不
可
欠
だ
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
増

税
し
て
困
る
人
々
が
出
な
い
よ
う
な
税
制
を
政

府
に
築
い
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
国
民
の
意

見
を
と
り
入
れ
た
、
よ
り
良
い
税
制
が
今
決

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
私
は
望
む
。
そ
う
す
れ

ば
、
末
永
く
国
民
が
安
心
し
て
生
活
を
送
れ

る
、
幸
せ
な
未
来
が
き
っ
と
や
っ
て
く
る
と
思

う
。
私
は
、
そ
の
よ
う
な
日
が
近
い
将
来
訪
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

僕
は
税
の
こ
と
に
関
し
て
あ
ま
り
知
識
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
と

い
う
形
で
税
の
こ
と
に
つ
い
て
関
わ
り
、
学
べ
る
機

会
を
頂
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
作
文
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
す

が
、
先
程
も
述
べ
た
様
に
税
の
こ
と
に
関
し
て
あ
ま

り
知
識
が
な
い
の
で
税
の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
た
め

に
、
僕
は
地
元
に
あ
る
市
民
図
書
館
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
沢
山
の
本
が
あ
り
、
快
適
な
空
間
の

中
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
読
書
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ふ
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
故
こ
の
よ
う
に
沢
山
あ
る
本

を
無
料
で
読
む
こ
と
が
出
来
て
、
そ
し
て
こ
の
沢
山

の
本
を
誰
が
買
い
、
何
故
こ
の
よ
う
な
快
適
な
空
間

ま
で
を
も
無
料
で
提
供
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
、
と

い
う
も
の
で
し
た
。
図
書
館
は
便
利
な
も
の
で
こ
の

疑
問
さ
え
も
解
決
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
本
か
ら
得
た
知
識
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
「
公
立
図
書
館
は
人
権
保
障
機
関
で
あ
る
。
公

立
図
書
館
は
、
学
習
す
る
権
利
と
い
う
基
本
的
な
人

権
を
保
障
す
る
機
関
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ど
ん
な
貧

富
の
差
が
あ
っ
て
も
、
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
い
か
な
る
自
由
競
争

の
社
会
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
出
発
点
に
違
い
が
あ
っ

た
ら
、
そ
れ
で
は
公
正
な
競
争
が
成
立
し
な
い
か
ら

で
あ
る
。
競
争
の
公
正
さ
が
成
立
し
な
い
場
合
、
競

争
と
い
う
も
の
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
人
々
に
考
え
る
自
由
と
学
ぶ
自
由
が
保

障
さ
れ
な
け
れ
ば
、
自
治
も
民
主
主
義
も
成
立
し
な

い
。
ま
た
自
由
主
義
も
成
立
し
な
い
。
こ
の
自
由
を

保
障
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
制
限
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
た
と
え
ば
低
所
得
の
人
に
高
額
な
情
報
料

を
自
分
で
ま
か
な
え
と
言
っ
た
ら
か
な
り
無
茶
な
注

文
で
あ
る
。
し
か
し
あ
る
程
度
の
情
報
を
得
ら
れ
な

い
と
、
深
く
も
の
を
認
識
し
考
え
る
の
は
不
可
能
で

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
や
科
学
が
公
平
に
豊
富
に

提
供
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
社
会
は
進
ま
な
い
。
平
和

の
実
現
や
環
境
問
題
の
解
決
、
地
域
経
済
の
活
性
化

の
た
め
に
は
、
も
は
や
い
わ
ゆ
る
専
門
家
や
担
当
者

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
市
民
的
な
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
」
こ
の
内
容
が
教
え
て
く
れ
た

の
は
公
立
図
書
館
が
今
の
日
本
の
経
済
の
元
に
な
る

考
え
方
、
民
主
主
義
の
基
盤
と
な
り
多
く
の
人
々
に

平
等
に
無
料
で
、
有
益
な
情
報
を
伝
え
る
と
い
う
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
公
立
図

書
館
が
無
料
で
多
く
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来

る
の
は
税
金
の
お
か
げ
で
す
。
市
町
村
立
が
多
い
か

ら
主
に
地
方
税
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
機
関

で
あ
る
文
部
科
学
省
が
予
算
を
決
め
て
国
税
か
ら
補

助
金
も
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
一
度
税
金
と
し
て
集
め
た
お
金

を
国
民
の
た
め
に
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
も
の
に
す
る

た
め
に
と
使
っ
て
く
れ
る
国
の
精
神
は
す
ご
い
と
思

い
ま
す
。
僕
は
知
識
が
な
か
っ
た
が
た
め
に
税
金
に

多
少
な
り
の
偏
見
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、

こ
う
し
て
税
金
の
良
さ
を
深
く
知
り
、
そ
し
て
国
が

物
事
を
深
く
考
え
て
い
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

平成23年度　税を考える週間　「中学生の税についての作文」



21　

「
杉
並
納
税
街
頭
パ
レ
ー
ド
」を
終
え
て

社
会
貢
献
活
動
事
業
委
員
長
　
加
藤
敏
行

今
年
度
の
「
杉
並
納
税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
は
、
あ
い
に
く
の
雨

予
報
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
法
人

会
の
皆
様
に
は
、
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず

お
手
伝
い
の
準
備
を
い
た
だ
き
心
よ
り
御

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
昨
年
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
終
了
後
早
々
に
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

務
局
」
を
立
ち
上
げ
次
回
に
向
け
企
画
、

準
備
な
ど
の
会
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
事
務
局
会
議
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
、

準
備
も
着
々
と
進
み
11
月
6
日
を
「
杉
並

納
税
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
開
催
日
と
し
、

翌
週
の
13
日
を
予
備
日
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
が
、
後
日
警
察
よ
り
13
日
は

大
き
な
計
画
が
あ
る
と
の
こ
と
で
中
止
要

請
が
あ
り
、
6
日
の
み
で
の
開
催
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
反
省
に
よ
り
降

雨
の
確
率
に
よ
る
中
止
決
定
の
ル
ー
ル
作

り
に
も
時
間
を
か
け
て
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度　

税
を
考
え
る
週
間

第
３
回 

杉
並
納
税

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

こ
れ
は
今
後
の
た
め
に
も
非
常
に
大
事
な

こ
と
で
、
お
手
伝
い
い
た
だ
く
皆
様
の
こ

と
、
参
加
協
力
く
だ
さ
る
学
生
さ
ん
、
そ

し
て
物
理
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
開
催
な

の
か
中
止
な
の
か
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と

で
、
な
る
べ
く
早
く
決
定
す
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
す
。
今
回
そ
の
ル
ー
ル
が
役
に

立
っ
た
こ
と
は
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、

反
面
良
か
っ
た
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

街
頭
パ
レ
ー
ド
の
こ
と
ば
か
り
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
も
チ
ラ
シ
及
び

グ
ッ
ズ
配
り
を
荻
窪
駅
周
辺
で
行
い
ま
し

た
。
何
人
か
の
人
に
今
日
は
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
す
か
と
の
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

す
こ
し
ず
つ
定
着
し
て
き
た
の
か
な
と
も

思
っ
て
お
り
ま
す
。
次
回
以
降
は
会
場
な

ど
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま
す
が
雨
で
も
開

催
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

街頭キャンペーンの様子

【
杉
並
納
税
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
】

杉
並
区
で
の
期
限
内
納
税
や
e

−

T
a
x
・
e
L
T
A
X
の
利
用
を
呼

び
か
け
る
た
め
、
三
税
の
関
係
団
体
で
あ
る
杉
並
税
務
署
・
荻
窪
税
務

署
、
杉
並
都
税
事
務
所
及
び
税
務
関
係
民
間
団
体
（
杉
並
税
務
懇
話
会
、

荻
窪
税
務
連
絡
協
議
会
）と
と
も
に
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。
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平成23年11月22日（火）気温－3℃
（筆者の主観）、これまでにない寒さの
中、第3ブロック会員、一般の方の参
加者を含め、総勢34名が結集。当日は、
雲一つ無い晴天も手伝い最高の旅立ち
となった。

最初の目的地は『雪印メグミルク野
田工場』である。メグミルクは、その
昔、牛乳界のスタンダードである『純
白』パッケージに果敢に挑み、我々消
費者の度肝を抜いた『全身真っ赤』な
パッケージで登場した、あの牛乳だ。

ここは国内9つある工場の頂点とも
いえる国内最大級の大規模自動化工場
で、メグミルク牛乳をはじめ、ジュー
ス類やコーヒー・紅茶など様々な飲料
を生産している。我々はここでおおよ
そ70分、『工場ノウハウと歴史のすべ
て』レクチャーをメグミルクの試飲と
ともに受け、消費者の元に貴重なメグ
ミルク等が運ばれてくる過程を学習。
久しぶりに（何十年ぶり？）牛乳を味
わったという参加者もあり、一同、牛
乳に想いを馳せたひと時でもあった。

その後、走ること約1時間その間に
税金を深く知るべく税金クイズに必死
の一同（なにせ、賞品がかかっている。
ここは是が非でも！）。しかし、『飼い
犬に課税された頃があったか否か？』、
参加者一同『・・・・・・・・？』で
ある。難解だ。

到着したのは、震災の爪跡も生々し
い大洗・那珂湊の漁港（詳細は、こちら
ht tp：//www . you tube . com/
watch ？ v=mhKtLexh 6 Tg ）。

我々が訪れたときには平時と変わらぬ
おもてなし、この漁港の店舗1階が『津
波』で浸水し、どれほどの困難を乗り
越え今日に至るか、感じさせない現地
の方の明るい笑顔。言葉が、出ない。
出るはすが、ない。

そ の 後、 一 路、 推 定 の 御 創 立 は
856年という、由緒正しき大洗磯前
神社へ向かう。ブロック長、副ブロッ
ク長の御計らいにより、一行は『正式
参拝』の恩恵を受ける。神妙な顔つき
の我々、ブロック長の代表参拝があ
り、その後、宮司の有り難いお話を
頂いた。何でも、本日、降りて下さっ
ているのは『縁結び』の神様という（後
に、『縁結び 』のご利益にあやかると
は、筆者はこの場では想像だにして
いなかった。但し、『人類愛をも網羅
した縁結び』である。）。

その後、境内を宮司の案内のもと散
策し、震災により崩壊した鳥居、茅葺
屋根の話を伺う。大洗磯前は目前が大

洗の打ち寄せる海岸線であり、崩壊し
てしまった鳥居から望む景色が絶景で
あった事は黄昏時の太陽の力を借りた
とはいえ、舌筆であった。一刻も早い
復興を祈念した。

次の目的地は、大洗アウトレット
モール。ここも震災で被害を受けた
ところ。

参加者各位、茨城の復興に寄与すべ
く、目を輝かしてバスから降りたった
ものの、平日という事もあり、閑散と
した光景を見るのであった。（※ 土日
は賑わっています！）

今年の第三ブロックの研修は震災
の爪痕を視察することを趣旨として、
一同神妙な気持ちで参加したが、行
く先々でのみなさんの明るい笑顔（そ
れは、震災になんて負けない！とい
うような）に接し、3月11日を忘れ
る事があってはならない、そして、
継続的な支援の必要性を強く感じた
一日であった。

［秋季］各ブロックの研修会レポート
平成23年秋、1〜5ブロックの研修会が行われました。今回も各ブロックから研修会の参加者からのレポートを掲載いたします。
次の研修会へ参加をご検討されている方はご参考にしてください。

第3ブロック バス研修会 第3ブロック　広報委員　平田祐子

継続的な支援の必要性を強く感じた一日

雪印メグミルク 野田工場前で記念撮影

ブロックは荻窪税務署管内を5つの区域に分け、支部はブロックを5つに分けた地域を指します。基本
的に1ブロック500社、1支部100社を目安に構成されています。
各委員会から示される納税制度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献のための企画を
実行しますが各ブロック、各支部とも地域に合わせた研修会や勉強会、社会貢献なども行っています。
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平成23年11月20日（日）、この日
は10月中旬の暖かさ、好天にも恵ま
れ私たちは秦ブロック長をはじめ20
人、横須賀市リサイタルプラザ「アイ
クル」へ向かいました。

ここは横須賀市の入口に位置して工
場団地の一角、市民が使って捨てたビ
ン、缶やプラスチック類、また段ボー
ル・紙など再生できるように分類、処
理するところです。

日曜日のため作業は休んでいたも
のの、案内嬢からは大変親切に説明
していただきました。特にこの設備
で働く人々は悪臭に苦しまれて、作
業時間は1時間半で交代するというこ
と、再生された原料はそれぞれの専門
工場に移されて再加工されます。そ
のサンプルが展示されていましたが、
その中の1つの女性用ブラウスは、計
算上大型ペットボトル（2L型）2本で
出来上がるという、そして作業服や
毛糸ものセーターなど私たちを驚か
せてくれました。原料によってはカ

ラーボックス、キャビネット机など、
新しい商品にして販売されています。
実に効果ある研修でした。

次に三浦半島を城ヶ崎へ向かいま
す。途中、農産物直売所「すかなごっ
そ」に立ち寄り、当地三浦で栽培して
いる野菜を、見たり買ったりしました。
三浦大根で青くび大根から、赤色、グ
リーン色の大根など、特産のキャベツ
やにんじん、玉葱その他種類が多く、

「さぁ今朝、採れたものだよ 」との声
を上げての売りさばきで、肉類など
共々の格安市でした。

三浦半島と言えば、あの北原白秋の
歌で懐かしい城ヶ島、その先端に立つ

「京急ホテル 」に着き、昼食となりま
した。この観光地、天候に恵まれた日
曜日でありながら、当日は来客きわめ
て少なく閑散として、おみやげ物や飲
食店でシャッターを下ろしている店多
く、不思議な印象と気の毒な感覚でし
た。帰り道で必ず立ち寄る場所は、三
浦港の「まぐろの魚市場」さすがに買

い物客で満員、魚売りのあの錆びたし
わ声に乗って、つい買ってしまう私た
ち、お土産の魚は皆さん多かったので
はないでしょうか。

ようやく帰途につき、第3京浜道路
から環8道路に入る近くで渋滞にか
かったものの、無事予定時間の6時頃
帰りました。

大変良い研修と体験が出来ました。

10月26日、総勢21名で、第5ブロックバス研修会
に行ってきました。まず最初に明治の鉄道遺産「大日影
トンネル」を散策して明治の歴史を学び、おいしいもの
は少人数での通り、甲州ワインを酔うまで試飲し、そ
の酔いが醒めぬ内に名物「鳥もつ煮」と「馬刺し」をお
なかいっぱいいただきました。

特に、奥藤本店の「冷酒」には参りました。多くの参
加者は何杯もお代わりしておりました。「鳥もつ煮」と
合うのですね。

もし、また同じ企画がありましたら、大勢の方にお声
掛けしたいと思います。

最後になりましたが、ご参会いただいた方には、深く
感謝申し上げます。

第4ブロック バス研修会 第19支部　幹事　大野木 潤

第5ブロック バス研修会 第5ブロック副ブロック長　第25支部長　平井政武

第 4ブロック秋の研修旅行に参加して

おいしかった山梨の「鳥もつ煮 」！！

再生できるものの分類

マンズワインで記念撮影
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このコーナーは、話題になっている税の話や、法改正の話などをわかりやすく解説していきます。こんな話題を解説して欲しいなどご要望
があればリクエストをお待ちしています。法人会事務局までご連絡ください。

小 林 誉 光  税制 副 委員長

今話題の更正の請求の請求期間の延長について

1　　申告期限後に間違いに気づいたとき

2　　改正の内容

（１）修正申告
「納める税金が少な過ぎた場合」や「還付される税金が多過ぎた場合」には、修正申告をおこな
います。

（２）更正の請求
「納める税金が多過ぎた場合」や「還付される税金が少な過ぎた場合」には、　更正の請求を
おこないます。更正の請求書が提出されると、税務署ではその内容の検討をして、納め過ぎ
の税金がある等と認めた場合には、減額更正をして税金を還付することになります。

（１）いつの分から？
「平成２３年１２月２日以後に法定申告期限が到来する国税」について、適用されます。みなさ
んの会社の決算月と法定申告期限を確認してみてください。

税務署に提出した申告書について、法定申告期限後に申告内容の間違いに気づい
た時は、次の方法で訂正します。

納税者の権利が拡大されました。今回は、その内容をご説明します。

第 26 回
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法人会では、会員の皆様の声を税制に反映すべく、活動をおこなっています。

小林誉光 税制副委員長

（２）どれだけ延長されたの？
更正の請求ができる期間が、法定申告期限から５年（改正前：１年）に延長されました。
（参考）なお、次のものについては、さらに期間が延長されています。
 　　　①贈与税および移転価格税制に係る法人税
 　　　　法定申告期限から６年（改正前：１年）
 　　　②法人税のうち、純損失等の金額に係るもの
 　　　　法定申告期限から９年（改正前：１年）
 　　　　（平成２３年１２月２日から平成２４年３月３１日までの間の適用については７年となります）

（３）更正の請求の範囲が拡大されました
①当初申告要件の廃止
当初申告の際、申告書に適用金額を記載した場合に限り適用が可能とされていた措置がありま
した（当初申告要件）。そのため従来は、この当初申告に適用金額の記載がないと更正の請求
では救済できないものがありました。
今回の改正では、一定の措置については更正の請求により事後的に適用を受けることができる
こととされました。

②控除額の制限の見直し
控除額等の金額が当初申告の際の申告書の記載金額に限定される「控除額の制限」がある一
定の措置について、更正の請求により、「当初申告時の控除額の金額」を「適正に計算された
正当な額」まで増額することができることになりました。

（４）内容がわかるものをつけましょう
更正の請求に際しては、更正の請求の理由の基礎となる「事実を証明する書類」の添付が必要
となることが明確化されました。
※平成24年2月2日以後に行う更正の請求について適用されます。

（５）偽りの請求には罰則を
偽りの記載をして更正の請求書を提出した者に対する罰則が設けられました。

（罰則の内容）１年以下の懲役 又は ５０万円以下の罰金
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税 務コーナー
確定申告のお知らせ

平成23年分の確定申告と納税の期限

税理士会の無料申告相談 小規模納税者の方の所得税・消費税の確定申告

◎	所得税は 平成24年2月16日（木）から 3月15日（木）まで
◎	贈与税は 平成24年2月  1日（水）から 3月15日（木）まで
◎	個人事業者の消費税は平成24年4月2日（月）まで
	 ※ 2月19日と2月26日の日曜日、確定申告書作成のアドバイス、申告書用紙の配付及び申告書の受付を行っております（その他の業務は行っておりません。）。

◎	納税には振替納税を是非ご利用ください。	
振替納付日	 平成23年分所得税	 平成24年4月20日（金）
	 平成23年分個人事業者の消費税	 平成24年4月25日（水）

パソコンによる所得税及び個人消費税等の確定申告書等作成のアドバイスを行う「確定申告センター」を西
新宿に開設します。

○	開設場所「アクアプラザ」
	 新宿区西新宿6 -5 -1新宿アイランド地下1階
	 ※ お住まいの地域にかかわらずご利用いただけます。

○	開設期間  平成24年2月1日（水）～3月15日（木） 

	 （ただし、土、日曜及び祝日を除く。）
○	開設時間  9：00～17：00
	 （相談時間は9：15からとなります。）

（注1） 譲渡所得や複雑な相談のある方は、ご遠慮ください。　（注2） 混雑状況により、受付を早めに締め切る場合がありますので、ご了承ください。
（注3） 各会場ともお車でのご来場は、ご遠慮ください。　
※ 各会場にお越しの際は、源泉徴収票・諸控除の証明書・印鑑・前年の申告書控・預貯金の口座番号のわかるもの（還付申告の方）等をご持参ください。

会　　場 所　在　地 開　　催　　日 受付時間

久我山会館 久我山3 -23 -20 2月16日（木）～2月20日（月）
3月1日（木）～3月6日（火）

午前9時30 分〜11時30 分
午後1時00 分〜  3時30 分

（ただし、土、日曜を除く。）

西荻南区民集会所 西荻南3 - 5 -23 2月23日（木）、2月24日（金）

井草地域区民センター 下井草5 -7-22 2月20日（月）、2月21日（火）

杉並区役所 阿佐谷南1-15 -1 2月16日（木）～2月21日（火）
3月1日（木）～3月7日（水）

東京税理士会荻窪支部 荻窪5 -16 -12
荻窪NKビル3階

2月16日（木）～2月17日（金）
3月1日（木）～3月7日（水）

Ta x a t i o n  b u s i n e s s

寄附金・義援金を支払った方へ　〜確定申告書等作成コーナーをご利用ください！〜
個人の方が義援金等を支出した場合には、確定申告を行うことで、所得税が軽減される場合があります。申告書作成に
は国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、税務署に出向くことなく申告書を作成することが
できます。ぜひご利用ください。
◎確定申告には寄附金の領収書や受領書が必要になります。
◎確定申告や寄附金控除に関する情報については国税庁ホームページをご覧ください。
◎「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って金額等を入力すれば税額などが自動計算され、申告書が作成で
きます。
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確定申告は便利な「　　　　」をご利用ください！
〈国税電子申告・納税システム〉

【添付書類の提出省略】
医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力して送信することにより、提出又は提示を省略することができます（確定申告期
限から5年間、書類の提出又は提示を求められることがあります。）。

申告・納税・申請すべておまかせe-Tax 詳しくは 国 税 庁

御社の社員の皆様への確定申告情報提供のお願い
申告書が簡単に作成できる「確定申告書等作成コーナー」について、御社の社員の皆様
に情報提供していただきますようご協力をお願いいたします。
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法人会での委員会の役割は、会員活
動の年間のスケジュールを含め指針を
示すことにあります。
納税制度の普及発展と良き経営者を
目指す活動や地域社会貢献を遂行す
るための具体的な企画と具現化のため
の道筋を考え、その案件をブロック、
支部で実行します。委員会の活動が活
発であればブロック支部の活動も充実
したものになります。

荻
窪
法
人
会
と
荻
窪
間
税
会
の
共
催

の
賀
詞
交
歓
会
が
16
日
に
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
歓
会
に
先
立
ち
昨
年
、
税
務
行
政

に
寄
与
し
、
東
京
国
税
局
や
荻
窪
税
務

・
大
震
災
で
打
撃
を
受
け
た
が
い
ち

早
い
募
金
活
動
に
会
員
の
優
し
さ

を
感
じ
た
。

・
自
助
努
力
は
す
る
が
中
小
企
業
の

活
性
化
を
国
の
最
重
要
課
題
に
。

・
公
益
法
人
を
取
得
す
る
方
向
だ
が

税
務
署
の
と
の
信
頼
関
係
は
維
持
。

こ
の
3
点
を
中
心
に
小
竹
会
長
が

あ
い
さ
つ
。

平
成
24
年 

新
年
賀
詞
交
歓
会

納税表彰式
平成23年11月13日（金）、杉並会館において平成23年度の納税表彰式が行われ
ました。法人会の活動を通して税務行政の運営に尽力された皆さまに対し、齋藤
荻窪税務署長より表彰状、感謝状が授与されました。

【署長表彰状受彰者】理事・田辺一郎厚生副委員長

【署長感謝状受彰者】理事・野田とめ子女性部会長、常任理事・加藤敏行社会貢献活動事業委員長

平
成
23
年
11
月
17
日
（
木
）、
厚
生
事

業
委
員
会
主
催
に
よ
る
第
22
回
異
業
種

交
流
会
が
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
8
階
の
会

議
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
未
加
入
・
新
規
会
員
の
方

な
ど
初
め
て
参
加
さ
れ
た
企
業
が
約
20

社
。
合
計
49
社
62
名
の
方
に
ご
出
席
い

た
だ
き
存
分
に
自
社
の
P
R
や
名
刺
交
換

な
ど
で
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

KOUSEI
JIGYO

厚生事業委員会

第
22
回 

異
業
種
交
流
会

「
大
盛
況
の
交
流
会
で

新
し
い
交
流
が
生
ま
れ
る
」

厚
生
事
業
委
員　

蝦
名
光
世

あいさつする小竹会長

会場の様子

あいさつする齋藤署長

署
、
杉
並
区
等
か
ら
表
彰
さ
れ
た
方
々
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
交
歓
会
に
は
荻
窪
税

務
署
か
ら
齋
藤
署
長
、
中
村
副
署
長
ほ

か
永
田
統
括
官
、
柿
崎
上
席
調
査
官
が

出
席
。ま
た
、井
上
杉
並
都
税
事
務
所
長
、

田
中
杉
並
区
長
、
吉
原
東
京
税
理
士
会

荻
窪
支
部
長
か
ら
新
年
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
他
多
く
の
来
賓
に
ご
参

会
い
た
だ
き
ま
し
た
。

齋
藤
署
長
は
「
昨
年
は
震
災
を
受
け

て
絆
・
ふ
れ
あ
い
を
思
い
出
し
認
識
し
た

一
年
だ
っ
た
。
ま
た
eｰ

T
a
x
は
利
便

性
だ
け
で
な
く
税
務
行
政
の
効
率
化
を

図
る
意
味
で
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
新
年
の
あ
い

さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
会
が
、
同
じ
地
域
で
事
業
を
行
う

会
員
の
方
々
が
お
互
い
に
有
意
義
な
交
流

を
続
け
て
い
く
良
い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
、平
成
24
年
2
月
9
日
（
木
）

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
今
ま
で
参
加
さ

れ
た
こ
と
の
な
い
会
社
、
過
去
に
参
加
さ

れ
た
こ
と
の
あ
る
会
社
、
業
種
・
職
種
に

か
か
わ
ら
ず
大
歓
迎
で
す
の
で
是
非
ご
参

加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
厚
生
事
業
委
員
一

同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

異
業
種
交
流
会
で
は
様
々
な
業
種
・

職
種
の
会
社
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

1
社
ず
つ
順
番
に
自
社
の
P
R
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
P
R
は
自
己
紹
介
や
自
社

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
自
由
に
お

話
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
も
事
前
に
参
加
者
へ
配

布
で
き
ま
す
の
で
各
社
思
い
思
い
の
資
料

を
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
短
い
時
間
で
の

P
R
に
な
る
た
め
、
資
料
を
使
う
こ
と
で

そ
の
会
社
の
特
徴
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

今
回
は
、
交
流
会
の
最
後
に
未
加
入
・

新
規
会
員
の
方
々
に
再
度
、
前
に
出
て
頂

き
出
席
さ
れ
た
方
々
へ
ご
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
参
加
い
た
だ
い
た
方
々
が

自
由
に
名
刺
交
換
や
ご
挨
拶
が
で
き
る
よ

う
立
食
形
式
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
同
じ

地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
企
業
の
方
で
も

普
段
接
す
る
こ
と
の
な
い
方
々
と
情
報
交

換
を
行
い
、
親
睦
を
深
め
ら
れ
る
場
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
参
加
い
た
だ
い
た

方
々
も
積
極
的
に
名
刺
交
換
な
ど
で
親

睦
を
深
め
ら
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

参加した新会員の皆さま

あいさつする岸岡秀直委員長

第
11
回
荻
窪
法
人
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
去
る
11
月

19
日
、
杉
並
公
会
堂
小
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

勢
の
方
々
が
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
会

場
は
ほ
ぼ
満
席
。
保
坂
副
会
長
の
ご
挨

拶
に
続
い
て
、
イ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヴ
ェ
ニ
ッ

シ
ュ
氏
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
演
奏
が
始
ま
り

ま
し
た
。

ヴ
ェ
ニ
ッ
シ
ュ
氏
は
、
い
ま
チ
ェ
コ
で
最

も
注
目
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者

で
、
国
際
的
な
音
楽
祭
や
コ
ン
ク
ー
ル
で

数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
古
典
音

楽
か
ら
現
代
音
楽
ま
で
幅
広
い
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
持
つ「
イ
ケ
メ
ン
」の
音
楽
家
で
す
。

さ
ら
に
博
士
号
を
取
得
し
、
若
く
し
て
大

学
の
教
授
と
し
て
後
進
の
指
導
に
も
あ
た

第
11
回 

荻
窪
法
人
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

魅
惑
的
な
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
調
べ

社
会
貢
献
活
動
事
業
委
員
　
児
玉
慶
子

SHAKAI
KOKEN
KATSUDO
JIGYO

社会貢献活動事業委員会

っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
協
奏

曲
」
は
、
本
来
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
共
演
す
る
音
楽
を
、
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
だ
け
で
再
現
し
て
い
ま
す
。

長
い
レ
ガ
ー
ト
の
フ
レ
ー
ズ
を
、
息
継
ぎ

を
感
じ
さ
せ
な
い
確
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ウ
ェ
ー
バ
ー「
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
小
協
奏
曲
」
は
、
ロ
マ
ン
派

ら
し
く
情
感
た
っ
ぷ
り
に
演
奏
し
、
聴
衆

を
大
い
に
惹
き
つ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

フ
ー
サ
や
ラ
ボ
ー
な
ど
現
代
曲
に
お
い
て

も
、
そ
の
卓
越
し
た
超
絶
技
巧
が
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
拍
手
が
鳴

り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
て
の
、
エ
ル
ガ
ー

「
愛
の
挨
拶
」。
親
し
み
深
い
旋
律
を
、

ヴ
ェ
ニ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の
端
正
な
容
貌
を
思

わ
せ
る
甘
美
な
音
色
で
堪
能
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
チ
ェ
コ
は
ビ
ー
ル
が イルヴィン・ヴェニッシュ氏（クラリネット）とアントニン・キューネル氏（ピアノ）の演奏の様子
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平
成
23
年
9
月
16
日
に
税
務
研
修
会

を
東
信
閣
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

荻
窪
税
務
署
よ
り
永
田
恵
子
統
括

官
と
今
年
7
月
に
着
任
さ
れ
た
柿
崎

秀
和
上
席
調
査
官
を
講
師
に
お
迎
え
し

て
、
平
成
23
年
度
税
制
改
正
、
租
税

教
室
等
を
テ
ー
マ
に
講
義
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

eｰ

T
a
x
普
及
推
進
委
員
会
か
ら
は

2
名
の
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
eｰ

11
月
8
日
、
毎
年
恒
例
の
「
落
語
を

楽
し
む
会
」
が
、
杉
並
公
会
堂
小
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

代
々
続
い
て
お
り
ま
す
こ
の
会
も
、
杉

並
公
会
堂
で
の
開
催
は
6
回
目
、
通
算

で
は
25
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

例
年
、
根
強
い
フ
ァ
ン
が
居
り
、
今
年

も
当
日
券
の
列
に
早
く
か
ら
並
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
出
演
者
は
、
山
遊
亭
く
ま
八

様
、
柳
家
小
蝠
様
、
古
今
亭
寿
輔
師
匠

で
し
た
。

税
務
研
修
会

青
年
部
会
全
員
が
e

−

T
a
x
を
導
入

青
年
部
会　

野
村
浩
嗣

落
語
を
楽
し
む
会

南
相
馬
市
へ
義
援
金
と
し
て
寄
付

青
年
部
会　

根
田
吉
雄

SEINEN
BUKAI

青年部会

あいさつする小笠原会長

講師の柿崎上席調査官

日本盲導犬協会からお礼のごあいさつ

T
a
x
の
利
用
開
始
届
出
書
の
提
出
の
お

手
伝
い
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
素
晴

ら
し
い
こ
と
に
当
日
出
席
さ
れ
た
青
年

部
の
方
々
全
員
が
eｰ

T
a
x
を
導
入
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
懇
談
会
で
は
、
新
入
部
会
員
、

先
輩
方
と
eｰ

T
a
x
の
利
用
の
仕
方
、

税
制
等
に
つ
い
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部会とは、ある同じ目的を持った
会員の集まりです。源泉部会：経
理職員の源泉税を中心とした研修
会などを行う。青年部会：若手の
経営者が集まり、研修会や勉強会
を行い、悩みを話し合えるような
仲間作りの場ともなっている。女
性部会：女性経営者同士の交流や
社会貢献活動を行います。

お
い
し
い
と
こ
ろ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、

私
た
ち
も
そ
の
美
酒
に
酔
い
し
れ
た
よ
う

な
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
の
ア
ン
ト
ニ
ン
・
キ
ュ
ー
ネ
ル

氏
は
、
武
蔵
野
音
楽
大
学
の
先
生
も
し

て
い
ら
し
た
親
日
家
で
あ
り
、
指
揮
者
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぴ
っ
た
り

と
息
の
あ
っ
た
伴
奏
と
共
に
、
曲
の
合
間

合
間
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
解
説
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
趣
旨
は
、
盲
導

犬
育
成
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
す
。

会
場
に
は
、
お
二
人
で
一
頭
の
盲
導
犬
を

共
有
し
て
い
る
ご
夫
妻
も
来
場
さ
れ
、「
盲

導
犬
は
私
た
ち
に
と
っ
て
親
孝
行
な
子
供

で
す
」
と
ご
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
寄
付

金
額
は
、
17
万
7
8
6
4
円
と
な
り
、

社
会
貢
献
活
動
事
業
の
加
藤
敏
行
委
員

長
か
ら
日
本
盲
導
犬
協
会
へ
渡
さ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ま
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

真打ちの古今亭寿輔師匠

杉並区へ義援金を渡す小笠原部会長

柳家小蝠氏 山遊亭くま八氏

前
回
に
続
き
今
回
の
舞
台
で
も
、
寿

輔
師
匠
に
2
座
ご
登
壇
い
た
だ
き
、
そ

れ
ぞ
れ
に
味
の
あ
る
高
座
を
ご
披
露
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
客
様
も
盛
り
上
が
り
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
で
す
が
、

今
年
は
3
・
11
の
震
災
が
発
生
し
た
こ

と
も
あ
り
義
援
金
募
集
と
い
た
し
ま
し

た
。
数
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
で
、

10
万
4
6
1
2
円
の
募
金
が
集
ま
り
、

部
会
長
以
下
3
名
で
杉
並
区
を
訪
問
し
、

区
を
通
じ
南
相
馬
市
へ
義
援
金
と
し
て

寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

寄
付
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
は
、

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
20
回
東
法
連
青
連
協

第
4
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
大
会

3
名
の
部
会
員
の
方
が
個
人
賞
を
受
賞

青
年
部
会　

臼
田
和
浩

第
25
回
法
人
会
青
年
全
国
の
集
い「
み

え
大
会
」
が
、
11
月
17
日
か
ら
2
日
間

に
渡
り
、
三
重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

部
会
か
ら
は
、
小
笠
原
部
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
租

税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
部

会
長
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
参
加
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
の
部
会
の
役
割
と
企
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
改
め
て
意
識
を
高
め
る
機
会

12
月
例
会
「
よ
り
よ
く
理
解
し
、
納

得
さ
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
術
」

平
成
23
年
12
月
2
日
（
金
）、
ク
ラ

ブ
イ
ン
荻
窪
に
て
12
月
例
会
「
よ
り
よ

く
理
解
し
、
納
得
さ
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
術
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ナ

ー
で
あ
り
ま
す
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ョ

ー
ン
ズ
氏
を
お
招
き
し
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
時
間
と
い
う
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
表
情
か
ら
立
ち

振
舞
い
ま
で
、
和
や
か
且
つ
熱
心
に
指

導
を
し
て
頂
き
、
人
前
で
話
す
機
会
の

多
い
会
員
達
に
と
っ
て
は
非
常
に
有
意

義
な
時
間
で
し
た
。

講
演
会
後
の
懇
談
会
で
は
、
講
師
や

志
村
副
会
長
に
も
同
席
し
て
い
た
だ
き

楽
し
い
一
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
9
月
27
日
、
第
20
回
東

法
連
青
連
協
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ャ
リ
テ

ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
埼
玉
県
の
東
松
山

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
気
持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
に

恵
ま
れ
、
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
8
単
会
、
総

勢
89
名
に
て
プ
レ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

当
部
会
か
ら
は
、
12
名
の
方
が
参
加

し
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
団
体

戦
で
は
惜
し
く
も
4
位
と
な
り
ま
し
た

が
、
個
人
戦
で
は
3
名
の
部
会
員
の
方

第
25
回
法
人
会
青
年
全
国
の
集
い

「
み
え
大
会
」

青
年
部
会　

中
川 

一

12
月
例
会

「
よ
り
よ
く
理
解
し
、

納
得
さ
せ
る
プ
レ
ゼ
ン
術
」

青
年
部
会　

町
田 

茂

JOSEI
BUKAI

女性部会

11
月
18
日
（
金
）
午
後
6
時
〜
7
時
、

荻
窪
法
人
会
2
階
会
議
室
に
お
い
て「
税

を
考
え
る
会
」研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

い
つ
も
は
お
茶
の
時
間
に
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
今
年
は
年
末
調
整
説
明
会
の
終
了

後
の
時
間
で
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

第
1
部
研
修
会
の
前
半
は
eｰ

T
a
x

の
お
話
で
、
講
師
は
荻
窪
税
務
署
柿
崎

上
席
調
査
官
に
源
泉
所
得
税
の
納
付
手

続
き
に
つ
い
て
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
使
っ
て

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
し
か
に

便
利
な
の
で
す
が
、
ま
ず
は
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
こ
な
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今

の
大
学
生
は
、
勉
強
も
就
職
手
続
き
等

も
す
べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。
あ
と

10
年
も
経
て
ば
、
誰
で
も
eｰ

T
a
x
で

き
る
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

後
半
は
永
田
統
括
官
か
ら
日
本
語
の

「
税
を
考
え
る
会
」
開
催

e

−

T
a
x
と
莫
大
小

女
性
部
会 

会
計　

秋
葉
恵
子

お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。「
莫
大
小
」

は
何
と
読
む
の
で
し
ょ
う
か
？
と
の
問
い
、

答
え
は
「
メ
リ
ヤ
ス
」
で
す
。「
莫
」
は

無
い
の
意
味
で「
莫
大
小
」は
大
小
な
し
、

大
き
く
も
小
さ
く
も
フ
ィ
ッ
ト
す
る
こ
と

か
ら
出
た
言
葉
と
の
こ
と
、
な
ん
と
も
不

思
議
な
日
本
語
の
表
現
に
興
味
を
覚
え

ま
し
た
。

第
2
部
は
東
信
閣
で
の
懇
親
会
、
美

味
し
い
食
事
と
楽
し
い
会
話
に
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

会場の前で記念撮影 参加者で記念撮影

講師の荻窪税務署永田統括官

講師するアンドリュー・ジョーンズ氏

あいさつする野田部会長

が
個
人
賞
を
受
賞
し
、
そ
の
中
で
準
優

勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
表
彰
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は

各
部
会
員
と
の
親
睦
を
深
め
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
尚
、
多
く
の
方
に
御
賛
同

頂
き
ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
収
益
金
は
、

第
4
ブ
ロ
ッ
ク
租
税
教
育
活
動
の
推
進

費
用
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
伊
勢
神
宮
の
参
拝
を
通
し
て
和

の
伝
統
・
文
化
を
学
ぶ
事
が
出
来
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
、
地
域
の
名
産
を
味
わ

い
な
が
ら
名
古
屋
に
移
動
し
て
部
会
員

同
士
の
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
来
年
の

開
催
地
は
、
宮
崎
の
予
定
で
す
。
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お問い合わせ・資料請求は

〒160-0002 東京都新宿区坂町13－4 全法連会館

FAX.（03）3357-1642


